
  

 

 

ＪＴ-Ｔ４ 
 

 
 

文書伝送用グループ３ファクシミリ装置

の端末特性 
 
 
 
 

 

 
 

  
 

第 13 版 

 
2004 年 6 月 3 日制定 

 

 
社団法人 

情報通信技術委員会 
 

THE TELECOMMUNICATION TECHNOLOGY COMMITTEE 
 

 

Standardization of Group3 Facsimile 
Apparatus for DocumentTransmission 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 
内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 - 2 - ＪＴ－Ｔ４ 

目   次 

 

１．本標準の規定範囲 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11 
２．走査方向及び端末定数 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11 

2.1 走査方向･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････11 
2.2 端末定数･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････11 
2.2.1 ミリ系解像度 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11 
2.2.2 インチ系解像度 ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12 
2.2.3 送信原稿サイズ ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12 

３．符号化された走査線の伝送時間 ････････････････････････････････････････････････････････････ 13 
3.1 符号化された走査線の最小伝送時間･････････････････････････････････････････････････････ 13 
3.2 符号化された走査線の最大伝送時間･････････････････････････････････････････････････････ 14 
3.3 誤り訂正方式（ＥＣＭ）･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 14 

４．符号化方式 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 14 
4.1 一次元符号化方式･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 14 
4.1.1 データ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 14 
4.1.2 ライン終端符号（ＥＯＬ） ･･････････････････････････････････････････････････････････ 18 
4.1.3 フィル（Ｆｉｌｌ） ････････････････････････････････････････････････････････････････ 18 
4.1.4 制御復帰符号（ＲＴＣ） ････････････････････････････････････････････････････････････ 19 

4.2 二次元符号化方式･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 19 
4.2.1 データ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 20 
4.2.2 ライン同期符号（Line synchronization code word)････････････････････････････････････････ 27 
4.2.3 フィル（Ｆｉｌｌ） ････････････････････････････････････････････････････････････････ 28 
4.2.4 制御復帰符号（ＲＴＣ） ････････････････････････････････････････････････････････････ 28 
4.2.5 符号化例 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 28 

4.3 拡張二次元符号化方式･････････････････････････････････････････････････････････････････ 29 
4.4 階層的二値画像圧縮方式･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 30 
4.4.1 参照規格 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 30 
4.4.2 単層シーケンシャル符号化方式 ･･････････････････････････････････････････････････････ 30 
4.4.3 多階層シーケンシャル符号化方式 ････････････････････････････････････････････････････ 30 
4.4.4 階層的符号化方式 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 30 

５．変復調 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 30 
5.1 トレーニング信号･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 30 
5.2 データ信号速度･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 30 

６．送信出力電力 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 31 
７．受信入力電力 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 31 
８．端末への実装 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 31 
９．ファイル転送モード ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 31 
１０．キャラクタモード ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 31 
１１．ミクストモード ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 32 
１２．６４kbit/s オプション ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 32 
１３．連続階調カラーと単色多値モード ････････････････････････････････････････････････････････ 32 
１４．セキュリティ通信モード ････････････････････････････････････････････････････････････････ 32 



 - 3 - ＪＴ－Ｔ４ 

１５．ＪＴ－Ｔ４３を用いた、１ビット／カラー画像、パレットカラー画像、連続階調カラー画像、 

単色多値画像の可逆伝送モード･･････････････････････････････････････････････････････････ 32 
１６．ミクストラスタコンテント ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 32 
１７．連続階調カラーと単色多値と単色多値モード（ｓＹＣＣ） ･･････････････････････････････････ 32 
付属資料Ａ （ＪＴ－Ｔ４に対する） 誤り訂正機能オプション ････････････････････････････････････ 33 

Ａ．１ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 33 
Ａ．２ 定 義 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 33 
Ａ．３ メッセージフォーマット ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 33 
Ａ.3.1 同 期 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 36 
Ａ.3.2 フラグシーケンス（Ｆ） ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 36 
Ａ.3.3 アドレスフィールド（Ａ） ･････････････････････････････････････････････････････････ 36 
Ａ.3.4 制御フィールド（Ｃ） ･････････････････････････････････････････････････････････････ 36 
Ａ.3.5 ファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ） ･････････････････････････････････････････････ 37 
Ａ.3.6 ファクシミリ情報フィールド（ＦＩＦ） ･････････････････････････････････････････････ 37 
Ａ.3.7 フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ） ･････････････････････････････････････････････ 38 
Ａ.3.8 ＲＣＰフレーム（ＲＣＰ） ･････････････････････････････････････････････････････････ 38 

付属資料Ｂ （ＪＴ－Ｔ４に対する） ファイル転送モードオプション ･･････････････････････････････ 39 
Ｂ．１ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 39 
Ｂ．２ 定義 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 39 
Ｂ．３ 参照規格 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 39 
Ｂ．４ 異なるファイル転送モードの定義 ･･･････････････････････････････････････････････････ 40 
Ｂ.4.1 基本転送モード（ＢＴＭ） ･････････････････････････････････････････････････････････ 40 
Ｂ.4.2 文書転送モード（ＤＴＭ） ･････････････････････････････････････････････････････････ 40 
Ｂ.4.3 バイナリファイル転送（ＢＦＴ） ･･･････････････････････････････････････････････････ 40 
Ｂ.4.4 Ｅｄｉｆａｃｔ転送（ＥＤＩ） ･････････････････････････････････････････････････････ 40 
Ｂ.4.5 音声データ転送 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 40 
Ｂ．５ ファイル記述の符号化 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 40 
Ｂ.5.1 基本転送モード（ＢＴＭ） ･････････････････････････････････････････････････････････ 41 
Ｂ.5.2 文書転送モード（ＤＴＭ） ･････････････････････････････････････････････････････････ 41 
Ｂ.5.3 バイナリファイル転送（ＢＦＴ） ･･･････････････････････････････････････････････････ 42 
Ｂ.5.4 Edifact 転送 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 43 
Ｂ．６ メッセージフォーマット－ブロック構造 ･････････････････････････････････････････････ 43 
Ｂ．７ プロトコル概要 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 43 
Ｂ.7.1 略語 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 43 
Ｂ.7.2 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のフェーズＢ（プリメッセージ手順） ･････････････････････････ 44 
Ｂ.7.3 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルの個別アプリケーションルール ･････････････････････ 44 

付属資料Ｃ （ＪＴ－Ｔ４に対する） キャラクタモードオプション ････････････････････････････････ 46 
Ｃ．１ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 46 
Ｃ．２ 定義 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 46 
Ｃ．３ 参照規格 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 46 
Ｃ．４ グラフィックキャラクタ・セット レパートリと符号化 ･･･････････････････････････････ 46 
Ｃ.4.1 グラフィックキャラクタレパートリ ･････････････････････････････････････････････････ 46 
Ｃ.4.2 グラフィックキャラクタの符号化 ･･･････････････････････････････････････････････････ 47 



 - 4 - ＪＴ－Ｔ４ 

Ｃ.4.3 グラフィックキャラクタのレパートリＩＳＯ８８５９－１がサポートされない場合の 

フォールバック ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 47 
Ｃ．５ ページ・フォーマット ･････････････････････････････････････････････････････････････ 47 
Ｃ．６ 制御機能 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 48 
Ｃ.6.1 キャラクタモードに適用可能な単一バイト制御機能 ･･･････････････････････････････････ 48 
Ｃ.6.2 キャラクタモードに適用可能なパラメータを持つ制御機能 ･････････････････････････････ 48 
Ｃ.6.3 フォーマットエフェクタに関する制御機能 ･･･････････････････････････････････････････ 48 
Ｃ.6.4 文字属性に関する制御機能 ･････････････････････････････････････････････････････････ 49 
Ｃ．７ メッセージ・フォーマット－ブロック構造 ･･･････････････････････････････････････････ 49 
Ｃ．８ プロトコル概要 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 50 
Ｃ.8.1 略語 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 50 
Ｃ.8.2 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のフェーズＢ（プリメッセージ手順） ･････････････････････････ 50 
Ｃ.8.3 ドキュメントの最後、ページの先頭、ブロックの最後 ･････････････････････････････････ 50 
Ｃ．９ 像形成処理 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 51 

付属資料Ｄ （ＪＴ－Ｔ４に対する） ミクストモードオプション ･･････････････････････････････････ 53 
Ｄ．１ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 53 
Ｄ．２ 定義 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 53 
Ｄ．３ ファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ） ･････････････････････････････････････････････ 53 
Ｄ．４ フレーム番号 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ．５ ファクシミリデータフィールド ･････････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ．６ キャラクタ符号化データフィールド ･････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ．７ グラフィックキャラクタセット ･････････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ．８ ページフォーマット ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ.8.1 ファクシミリ符号化スライス ･･･････････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ.8.2 キャラクタ符号化スライス ･････････････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ.8.3 ページ長 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 54 
Ｄ．９ 制御機能 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 55 
Ｄ．１０ 再送終了コマンド（ＥＯＲ） ･････････････････････････････････････････････････････ 55 

付属資料Ｅ （ＪＴ－Ｔ４に対する） 連続階調カラーモードオプション ････････････････････････････ 57 
Ｅ．１ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 57 
Ｅ．２ 定義 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 57 
Ｅ．３ 参照規格 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 57 
Ｅ．４ 異なる多値画像伝送モードの定義 ･･･････････････････････････････････････････････････ 58 
Ｅ.4.1 非可逆単色多値モード ･････････････････････････････････････････････････････････････ 58 
Ｅ.4.2 非可逆カラーモード ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 58 
Ｅ．５ 画像記述の符号化 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 58 
Ｅ.5.1 非可逆単色多値モード ･････････････････････････････････････････････････････････････ 58 
Ｅ.5.2 非可逆カラーモード ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 58 
Ｅ．６ データフォーマット ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 59 
Ｅ.6.1 概要 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 59 
Ｅ.6.2 ＪＰＥＧデータ構造 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 59 
Ｅ.6.3 サブサンプリング方法 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 62 
Ｅ.6.4 デフォルトガミュート範囲を用いた色表現 ･･･････････････････････････････････････････ 62 



 - 5 - ＪＴ－Ｔ４ 

Ｅ.6.5 連続階調Ｇ３ＦＡＸに対するＡＰＰｎマーカの定義 ･･･････････････････････････････････ 63 
Ｅ.6.6 ＦＡＸオプション識別子：ガミュート範囲のためのＧ３ＦＡＸ１ ･･･････････････････････ 64 
Ｅ.6.7 ＦＡＸオプション識別子：照射光データのためのＧ３ＦＡＸ２ ･････････････････････････ 65 
Ｅ.6.8 将来のオプション識別子： Ｇ３ＦＡＸ３ から Ｇ３ＦＡＸ２５５ ･･･････････････････ 65 

付属資料Ｇ （ＪＴ－Ｔ４に対する） 可逆符号化方式を用いたカラー画像と単色多値画像の伝送方法 ･･ 67 
Ｇ．１ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 67 
Ｇ．２ 画像タイプと動作モードの定義 ･････････････････････････････････････････････････････ 67 
Ｇ.2.1 伝送される画像タイプ ･････････････････････････････････････････････････････････････ 67 
Ｇ.2.2 画像モードの分類 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 68 
Ｇ.2.3 符号化モードの分類 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 69 
Ｇ.2.4 画像記述の符号化 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 70 
Ｇ．３ データフォーマット ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 70 

付属資料 I （ＪＴ－Ｔ４に対する） 連続階調カラーと単色多値モード（ｓＹＣＣ）オプション ･･･････ 71 
Ｉ．１ はじめに ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 71 
Ｉ．２ 定義 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 71 
Ｉ．３ 参照規格等 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 71 
Ｉ．４ 連続階調カラー画像伝送モード ･････････････････････････････････････････････････････ 72 
Ｉ．５ 画像記述の符号化 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 72 
Ｉ．６ データフォーマット ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 72 
Ｉ．６．１ 概要 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 72 
Ｉ．６．２ ＪＰＥＧデータ構造 ･･････････････････････････････････････････････････････････ 72 
Ｉ．６．３ 通信回線における符号化データ転送のビット順 ･･････････････････････････････････ 73 

付録１ （ＪＴ－Ｔ４に対する） ＪＴ－Ｔ４に準拠したグループ３端末の保証された再生可能領域 ････ 74 



 - 6 - ＪＴ－Ｔ４ 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、文書伝送用グループ３ファクシミリ端末の端末特性について記述しており、２００３年７月

にＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１６においてＡＡＰが適用され勧告化されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４に準拠したもので

ある。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

 

2.1 オプション選択項目 

 な し 

 

2.2 ナショナルマター決定項目 

(1) 定数定義に用いる該当用紙サイズはＩＳＯ Ａ４、Ｂ４、Ａ３に代えＡ４、Ｂ４、Ａ３で規定した。

（２．２．１節、２．２．２節及び２．２．３節参照） 

(2) 再生可能領域としてＪＩＳ Ａ４紙を規定した。（付録１参照） 

 

2.3 先行している項目 

 な し 

 

2.4 追加した項目 

 国際勧告には記述されていないが、本標準の内容を充実させるため、インチ系解像度の水平２００垂直

１００を表２－１に追加した。 

 本標準の内容を充実させるため、Ｂ.7.3 節、Ｃ.8.3 節及びＤ．１０節に（注）を追加した。 

 

2.5 削除した項目 

 本標準は、国際勧告に対し、下記の項目を削除している。 

   (a)  ＩＳＤＮ上のＧ３ファクシミリ（64kbit/s オプション）に関すること。 

   (b)  ミクストラスタコンテントに関すること。 

   (c)  ファイル転送での音声データ転送に関すること。 

   (d)  矩形描画キャラクタレパートリに関すること。 

(a)を削除した理由は、現時点で技術的評価が不十分であり、これを標準化する必要性も少ない

と判断されたことによる。 

(b)(c)及び(d)を削除した理由は、これを標準化する必要性が少ないと判断されたことによる。 
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2.6 国際勧告に対する修正内容 

(1)  本標準を審議するにあたり基本とした国際勧告において、その内容より判断して明らかに誤りと思

われる下記の項目に関して、修正を行った。 

 

本標準の箇所 国際勧告の表記 修正後（本標準で）の表記 

4.2.1.3.3 節 表４－４ 表４－３ 

図４－７ a０を a2の上に置く a０を a１の上に置く 

Ｂ．１節 付属資料Ｃにおいて必須 付属資料Ｂにおいて必須 

Ｂ.4.3 節 

Ｂ.7.3 節 

ITU-T 勧告 T.30 Appendix VI 

(MRC) 

ＴＴＣ標準ＪＴ―Ｔ３０付録６

(BFT) 

Ｂ.5.2.1 節(注２)  付加情報フィールドは、ＴＴＣ

標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ｃ 

付加情報フィールドは、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ｂ 

Ｂ.5.2.1 節 ＣＲ ＬＦ ６．１ ＣＲ ＦＦ ６．１ 

Ｅ.6.2(3)節 ＡＰＰｎ（ｎはＩ以外） ＡＰＰｎ（ｎは１以外） 

Ｅ.6.2.1 節 インデント無し データ構造にインデント付加 

Ｅ.6.2.1 節 DHT,Lh 

  Tc,Th 

  Li,Vij 

  Tc,Th 

  Li,Vij 

  Tc,Th 

 

  Tc,Th 

 

DHT,Lh 

  Tc,Th 

  Li,Vij 

  Tc,Th 

  Li,Vij 

  Tc,Th 

  Li,Vij 

  Tc,Th 

  Li,Vij 

 

(2) 国際勧告における表現の適正化のために、本標準では以下の項目に対して修正を行った。 

 

本標準の箇所 国際勧告の表記 修正後（本標準で）の表記 

2.2 節 付属資料Ｅ（非可逆モード） 付属資料Ｅ（非可逆モード）及

び付属資料Ｇ（可逆モード） 

4.2.1.3.2(c)節 一次元符号表（表４－２／ＪＴ－

Ｔ４） 

一次元符号表（表４－１／ＪＴ

－Ｔ４と表４－２／ＪＴ－Ｔ４）

Ｅ.6.2.1 節 (APP1,Lp)  APP1,Lp 

 Api 

 

付録 1(注 4) (注 4) (注 4)削除 
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2.7 その他 

 国際勧告と本標準の第１章及び第２章は次のとおり対応している。 

 

国際勧告 本標準 

－   1.  本標準の規定範囲 

 

  1.  走査方向 

  2. 端末定数 

   2.1  （項目名なし） 

   2.2  （項目名なし） 

   2.3  （項目名なし） 

  2.  走査方向および端末定数 

   2.1  走査方向 

   2.2  端末定数 

    2.2.1 ミリ系解像度 

    2.2.2 インチ系解像度 

    2.2.3 送信原稿サイズ 
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３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９８８年５月３１日 制  定 

第２版 

 

 

１９９１年４月２６日 

 

 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｔ．４の改定に伴うＧ３用高

速モデム、ＭＭＲ符号化の追加及び表現の適

正化による改版 

第３版 １９９２年１１月２６日 ＣＣＩＴＴ勧告Ｔ．４の改定に伴う高解像度

モードの追加及び表現の適正化による改版 

第４版 

 

 

１９９４年４月２７日 

 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改定に伴うファイル

転送、キャラクタモード、ミクストモードの

追加、１ライン最大伝送時間の変更、および

表現の適正化による改版 

第５版 

 

 

１９９５年４月２７日 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改定に伴うミクスト

モードおける一部修正、カラーモードの追加

および表現の適正化による改版 

第６版 

 

 

１９９６年４月２４日 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改定に伴う北米用紙

サイズの追加、および階層的二値画像圧縮方

式の追加による改版 

第７版 

 

 

 

１９９７年４月２３日 

 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改定に伴う 

Ｎｏｔｅ Ｆａｘ（Ａ５／Ａ６端末）、 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３３の適用削除および 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の適用追加による改

版 

第８版 １９９８年４月２８日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改定に伴うセキュリ

ティ通信とパレットカラーの追加による改版 

第９版 １９９９年４月２２日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改訂に伴うＶ．２９

のエコー保護トーンの追加、および国際勧告

の修正に伴う改版 

第１０版 ２０００年４月２０日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改訂に伴う解像度の

追加、および国際勧告の修正に伴う改版 

第１１版 ２００１年４月１９日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改訂に伴う K パラ

メータの修正、解像度拡張対応、および国際

勧告の修正に伴う改版 

第１２版 ２００２年５月３０日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４に対する見直し 

第１３版 ２００４年６月３日 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４の改訂に伴う連続階調

カラーと単色多値モード（ｓＹＣＣ）オプ

ション対応の改版 
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４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

  (1) 参照勧告、標準等 

ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｆ．５５１、Ｔ．６、Ｔ．５０、Ｔ．５１、 Ｔ．８１、Ｔ．８２、Ｖ．２、 

Ｖ．１７、Ｖ．２７ｔｅｒ、Ｖ．２９、 Ｖ．３４、 Ｘ．２０９ 

ＴＴＣ標準 ：ＪＴ－Ｔ３０、ＪＴ－Ｔ４３４、ＪＴ－Ｔ４２、ＪＴ－Ｔ４３、ＪＴ－Ｔ８５ 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準 ：ＩＳＯ８８５９－１、 

ＩＳＯ９７３５、ＩＳＯ／ＩＥＣ １０９１８－１ 

ＣＩＥ出版物：Ｎｏ．１５．２ 

ＩＥＣ規格：IEC 61966-2-1 Amd.1 Ed. 1.0 
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１．本標準の規定範囲 
 本標準は、一般交換電話網と専用線及びサービス統合デジタル網（ＩＳＤＮ）で使用するグループ３端

末の標準を定めるために必要な次の規定を記述したものである。 

  (1) 走査方向及び端末定数に関すること 

  (2) 符号化された走査線当たりの伝送時間に関すること 

  (3) 符号化方式に関すること 

  (4) 変復調に関すること 

  (5) 送受信時の入出力電力に関すること 

 

２．走査方向及び端末定数 
2.1 走査方向 

  (1)  メッセージ領域は送信機と受信機で同じ方向に走査される。 

  (2)  画素は、メッセージ領域を垂直に見て、走査方向が左から右、次の走査が前の走査に隣接しすぐ

下であるように処理される。 

 

2.2 端末定数 

 連続階調カラーと単色多値画像、可逆符号化方式を用いたカラー画像と単色多値画像及び、連続階調カ

ラーと単色多値画像（ｓＹＣＣ）の送信を可能とするグループ３ファクシミリ端末のオプションは、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅ（非可逆モード）、付属資料Ｇ（可逆モード）及び付属資料Ｉ（連続階調

カラーモードと単色多値モード画像（ｓＹＣＣ））に記述されている。グループ３ファクシミリの全ての

解像度は、上記のオプション手順が同一と見なされた場合、使用されるかもしれない。 

 また、8 ×3.85 l/mm，300 ×600 l/25.4mm のような非正方の解像度（水平および垂直解像度の値が同じ

でないもの）はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅ、付属資料Ｇ及び付属資料Ｉでは使用されない。 

2.2.1 ミリ系解像度 

 ミリ系の解像度用に次の定数が使用される。 

  (1)  垂直方向の標準解像度 

 

項 番 垂直方向の解像度 記  事 

   標準解像度 3.85 l/mm ±１％   標      準 

１ 

 

  高解像度 

 

7.7  l/mm ±１％ 

15.4  l/mm ±１％ 

  オプション 

 

 

  (2)  走査線長当りの白黒画素数 

  Ａ４、Ｂ４、Ａ３、北米レター、北米リーガル 

 

項 番 走査線長 白黒画素数 記  事 

２ 215mm±１％ 1728 標準 

３ 255mm±１％ 2048 オプション 

４ 303mm±１％ 2432 オプション 

５ 215mm±１％ 3456 オプション 

６ 255mm±１％ 4096 オプション 

７ 303mm±１％ 4864 オプション 
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2.2.2 インチ系解像度 

 インチ系の解像度用に次の定義が使用される。 

 オプションとして必要とされるインチ系の解像度、画素数、Ａ４、Ｂ４、Ａ３と北米のレター、リーガル

に対する全てのグループ３解像度の１ライン当たりの画素数の規格値について表２－１／ＪＴ－Ｔ４に示す。 

 

表 ２－１／ＪＴ－Ｔ４ 

 

解 像 度  １ライン当たりの画素数 

（画素／25.4 ㎜ 水平）

（   l／25.4 ㎜ 垂直）

誤差 

 

Ａ４、北米レター、北

米リーガル 

Ｂ４ 

 

Ａ３ 

 

水平 １００ 

垂直 １００ 

 

±１％ 

 

864/219.46 ㎜ 

 

1024/260.10 ㎜ 

 

1216/308.86 ㎜ 

水平 ２００ 

垂直 １００ 

 

±１％ 

 

1728/219.46 ㎜ 

 

2048/260.10 ㎜ 

 

2432/308.86 ㎜ 

水平 ２００ 

垂直 ２００ 

 

±１％ 

 

1728/219.46 ㎜ 

 

2048/260.10 ㎜ 

 

2432/308.86 ㎜ 

水平 ３００ 

垂直 ３００ 

 

±１％ 

 

2592/219.46 ㎜ 

 

3072/260.10 ㎜ 

 

3648/308.86 ㎜ 

水平 ３００ 

垂直 ６００ 

 

±１％ 

 

2592/219.46 ㎜ 

 

3072/260.10 ㎜ 

 

3648/308.86 ㎜ 

水平 ４００ 

垂直 ４００ 

 

±１％ 

 

3456/219.46 ㎜ 

 

4096/260.10 ㎜ 

 

4864/308.86 ㎜ 

水平 ４００ 

垂直 ８００ 

 

±１％ 

 

3456/219.46 ㎜ 

 

4096/260.10 ㎜ 

 

4864/308.86 ㎜ 

水平 ６００ 

垂直 ６００ 

 

±１％ 

 

5184/219.46 ㎜ 

 

6144/260.10 ㎜ 

 

7296/308.86 ㎜ 

水平 ６００ 

垂直 １２００ 

 

±１％ 

 

5184/219.46 ㎜ 

 

6144/260.10 ㎜ 

 

7296/308.86 ㎜ 

水平 １２００ 

垂直 １２００ 

 

±１％ 

 

10368/219.46 ㎜ 

 

12288/260.10 ㎜ 

 

14592/308.86 ㎜ 

 

 （注）200 ×200 画素／25.4 ㎜の解像度と８×7.7 l/mm の解像度は同一とみなす。 

 同様に、400 ×400 画素／25.4 ㎜の解像度と 16×15.4l/mm の解像度も同一とみなす。 

従って、上記の場合のミリ系端末とインチ系端末間の通信においては解像度変換は必要ないが、

歪および再生可能領域の縮小が発生する。非正方の解像度は、白黒画像のみに適用される。 

 

 水平 200 画素／25.4 ㎜×垂直 100 画素／25.4 ㎜の規格を採用する場合には、その端末が 200 ×200 画素

／25.4 ㎜、300 ×300 画素／25.4 ㎜、400 ×400 画素／25.4 ㎜、600 ×600 画素／25.4 ㎜、1200 ×1200 

画素／25.4 ㎜、300 ×600 画素／25.4 ㎜、400 ×800 画素／25.4 ㎜、600 ×1200 画素／25.4 ㎜の解像度の

どれか１つ以上を備えていなければならない。 

 

2.2.3 送信原稿サイズ 

 Ａ４サイズ以下のドキュメント入力も使用可能である。 
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 （注）保証された再生可能領域のサイズは付録１に示されている。 

 

３．符号化された走査線の伝送時間 
 符号化された走査線とはデータビット、必要なフィルビットおよびＥＯＬビットの和として定義される。 

 4.2 節で記述されるオプションである二次元符号化方式では、符号化された走査線はデータビット、必要

なフィルビットおよび付加ビットのついたＥＯＬビットの和として定義される。 

 種々の記録方法を扱うため、いくつかのオプショナルな符号化された走査線当りの最小伝送時間が２０

msec の標準値の他に可能である。 

 

3.1 符号化された走査線の最小伝送時間 

 符号化された走査線の最小伝送時間は次の値に合わせる。 

  (1)  符号化された走査線当りの最小伝送時間が標準解像度と高解像度（オプション）で同じ場合 

 

最小伝送時間 記       事 

２０msec 標   準       － 

１０msec オプション 20msec へのフォールバック（必須） 

５msec オプション 10，20msec へのフォールバック（必須） 

０msec 

 

オプション 

 

5,10,20msec へのフォールバック（必須） 

40msec へのフォールバック（オプション） 

４０msec オプション       － 

 

 

  (2)  高解像度（オプション）に対する符号化された走査線当りの最小伝送時間が標準解像度に対する

ものの１／２である場合（注参照） 

 標準解像度に対する値は以下のとおり。なお、この最小伝送時間の照合と選択はＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｔ３０制御手順のプリメッセージ部（フェーズＢ）で行われる。 

 

最小伝送時間 記        事 

２０msec 標   準       － 

１０msec オプション 20msec へのフォールバック（必須） 

４０msec オプション       － 

 

 （注） 高解像度の２連続走査線を同一情報で記録することによって標準垂直解像度を実現するといっ

た記録機構を有する端末に適用する。この場合、標準解像度に対する符号化された走査線当りの

最小伝送時間は高解像度に対する符号化された走査線当りの最小伝送時間の２倍となる。オプ

ションの 15.4l/mm 及び 400 画素／25.4mm の解像度の場合の最小伝送時間は標準解像度の１／４

になる。 
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3.2 符号化された走査線の最大伝送時間 

 符号化された走査線当りの最大伝送時間は次の場合を除いて１３秒以下である。１）水平解像度が 600

画素／25.4mm のときは最大伝送時間は１９秒以下である。２）水平解像度が 1200 画素／25.4mm のとき

は最大伝送時間は３７秒以下である。この伝送時間が上記の制限を超えた時、受信端末はライン切断手順

に進まなければならない。 

 しかしながら、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の１９９２年版とそれ以前の版に従う受信機は、伝送時間が５秒

を越えた時に切断する場合がある。 

 

3.3 誤り訂正方式（ＥＣＭ） 

 オプションである誤り訂正方式（ＥＣＭ）では、ＨＤＬＣフレーム構成が符号化走査線長を伝送するの

に用いられる。この誤り訂正方式は付属資料Ａに規定されている。 

 

４．符号化方式 
4.1 一次元符号化方式 

 グループ３端末に必須の一次元ランレングス符号方式は次のとおりである。 

 

4.1.1 データ 

 １ラインのデータは一連の可変長符号語から成る。各符号語は白又は黒のランレングスを表す。白ラン

と黒ランは交互に生ずる。合計１７２８画素は長さ２１５mm の１水平走査線を表す。 

 受信機が色調の同期を確実にとるためにすべてのデータ・ラインは白ランの符号で始まる。もし実際の

走査線が黒ランで始まっているなら、長さ０の白ランが送られる。１走査線の最大長（１７２８画素）ま

での黒／白ランレングスは表４－１／ＪＴ－Ｔ４及び表４－２／ＪＴ－Ｔ４の符号語で定義される。符号

には２種類すなわちターミネイティング符号語とメイクアップ符号語がある。各ランレングスは一つの

ターミネイティング符号語又はターミネイティング符号語を後に付したメイクアップ符号語で表される。 

 ０から６３画素までのランレングスは適当なターミネイティング符号語だけで符号化される。黒ランと

白ランレングスに対して異なる符号表であることに注意を要する。 

 ６４から１７２８画素までのランレングスは、初めにそのランと等しいか、又はそれより小さいランレ

ングスを表すメイクアップ符号語で符号化される。その後、実際のランレングスとメイクアップ符号に

よって表されたランレングスとの差を表すターミネイティング符号が続く。 
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表４－１／ＪＴ－Ｔ４ ターミネイティング符号 （１／２） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 
白ランレングス 符  号  語 黒ランレングス 符  号  語 

      ０ 
      １ 
      ２ 
      ３ 
      ４ 
      ５ 
      ６ 
      ７ 
      ８ 
      ９ 
    １０ 
    １１ 
    １２ 
    １３ 
    １４ 
    １５ 
    １６ 
    １７ 
    １８ 
    １９ 
    ２０ 
    ２１ 
    ２２ 
    ２３ 
    ２４ 
    ２５ 
    ２６ 
    ２７ 
    ２８ 
    ２９ 
    ３０ 
    ３１ 
    ３２ 
    ３３ 
    ３４ 
    ３５ 
    ３６ 
    ３７ 
    ３８ 
    ３９ 
    ４０ 
    ４１ 
    ４２ 
    ４３ 
    ４４ 
    ４５ 
    ４６ 
    ４７ 
    ４８ 
    ４９ 
    ５０ 

      00110101 
      000111 
      0111 
      1000 
      1011 
      1100 
      1110 
      1111 
      10011 
      10100 
      00111 
      01000 
      001000 
      000011 
      110100 
      110101 
      101010 
      101011 
      0100111 
      0001100 
      0001000 
      0010111 
      0000011 
      0000100 
      0101000 
      0101011 
      0010011 
      0100100 
      0011000 
      00000010 
      00000011 
      00011010 
      00011011 
      00010010 
      00010011 
      00010100 
      00010101 
      00010110 
      00010111 
      00101000 
      00101001 
      00101010 
      00101011 
      00101100 
      00101101 
      00000100 
      00000101 
      00001010 
      00001011 
      01010010 
      01010011 

      ０ 
      １ 
      ２ 
      ３ 
      ４ 
      ５ 
      ６ 
      ７ 
      ８ 
      ９ 
    １０ 
    １１ 
    １２ 
    １３ 
    １４ 
    １５ 
    １６ 
    １７ 
    １８ 
    １９ 
    ２０ 
    ２１ 
    ２２ 
    ２３ 
    ２４ 
    ２５ 
    ２６ 
    ２７ 
    ２８ 
    ２９ 
    ３０ 
    ３１ 
    ３２ 
    ３３ 
    ３４ 
    ３５ 
    ３６ 
    ３７ 
    ３８ 
    ３９ 
    ４０ 
    ４１ 
    ４２ 
    ４３ 
    ４４ 
    ４５ 
    ４６ 
    ４７ 
    ４８ 
    ４９ 
    ５０ 

      0000110111 
      010 
      11 
      10 
      011 
      0011 
      0010 
      00011 
      000101 
      000100 
      0000100 
      0000101 
      0000111 
      00000100 
      00000111 
      000011000 
      0000010111 
      0000011000 
      0000001000 
      00001100111 
      00001101000 
      00001101100 
      00000110111 
      00000101000 
      00000010111 
      00000011000 
      000011001010 
      000011001011 
      000011001100 
      000011001101 
      000001101000 
      000001101001 
      000001101010 
      000001101011 
      000011010010 
      000011010011 
      000011010100 
      000011010101 
      000011010110 
      000011010111 
      000001101100 
      000001101101 
      000011011010 
      000011011011 
      000001010100 
      000001010101 
      000001010110 
      000001010111 
      000001100100 
      000001100101 
      000001010010 
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表４－１／ＪＴ－Ｔ４ ターミネイティング符号 （２／２） 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

白ランレングス 符  号  語 黒ランレングス 符  号  語 

    ５１ 

    ５２ 

    ５３ 

    ５４ 

    ５５ 

    ５６ 

    ５７ 

    ５８ 

    ５９ 

    ６０ 

    ６１ 

    ６２ 

    ６３ 

      01010100 

      01010101 

      00100100 

      00100101 

      01011000 

      01011001 

      01011010 

      01011011 

      01001010 

      01001011 

      00110010 

      00110011 

      00110100 

    ５１ 

    ５２ 

    ５３ 

    ５４ 

    ５５ 

    ５６ 

    ５７ 

    ５８ 

    ５９ 

    ６０ 

    ６１ 

    ６２ 

    ６３ 

      000001010011 

      000000100100 

      000000110111 

      000000111000 

      000000100111 

      000000101000 

      000001011000 

      000001011001 

      000000101011 

      000000101100 

      000001011010 

      000001100110 

      000001100111 
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表４－２／ＪＴ－Ｔ４ メイクアップ符号 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

白ランレングス 符  号  語 黒ランレングス 符  号  語 

       64 

      128 

      192 

      256 

      320 

      384 

      448 

      512 

      576 

      640 

      704 

      768 

      832 

      896 

      960 

     1024 

     1088 

     1152 

     1216 

     1280 

     1344 

     1408 

     1472 

     1536 

     1600 

     1664 

     1728 

      EOL 

     11011 

     10010 

     010111 

     0110111 

     00110110 

     00110111 

     01100100 

     01100101 

     01101000 

     01100111 

     011001100 

     011001101 

     011010010 

     011010011 

     011010100 

     011010101 

     011010110 

     011010111 

     011011000 

     011011001 

     011011010 

     011011011 

     010011000 

     010011001 

     010011010 

     011000 

     010011011 

     000000000001 

       64 

      128 

      192 

      256 

      320 

      384 

      448 

      512 

      576 

      640 

      704 

      768 

      832 

      896 

      960 

     1024 

     1088 

     1152 

     1216 

     1280 

     1344 

     1408 

     1472 

     1536 

     1600 

     1664 

     1728 

      EOL 

     0000001111 

     000011001000 

     000011001001 

     000001011011 

     000000110011 

     000000110100 

     000000110101 

     0000001101100 

     0000001101101 

     0000001001010 

     0000001001011 

     0000001001100 

     0000001001101 

     0000001110010 

     0000001110011 

     0000001110100 

     0000001110101 

     0000001110110 

     0000001110111 

     0000001010010 

     0000001010011 

     0000001010100 

     0000001010101 

     0000001011010 

     0000001011011 

     0000001100100 

     0000001100101 

     000000000001 

 （注） 標準水平解像度を保ちつつ、より広い紙巾を可能とする端末の存在することが認識されている。

このオプションは次のように定義されるメイクアップ符号を追加することによって提供される。 
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ランレングス 

（白および黒） 

メイクアップ符号 

 

          1792 

          1856 

          1920 

          1984 

          2048 

          2112 

          2176 

          2240 

          2304 

          2368 

          2432 

          2496 

          2560 

        00000001000 

        00000001100 

        00000001101 

        000000010010 

        000000010011 

        000000010100 

        000000010101 

        000000010110 

        000000010111 

        000000011100 

        000000011101 

        000000011110 

        000000011111 

 （注） ２６２４画素以上の長さをもつランレングスを符号化する場合は、最初に２５６０のメイク

アップ符号を置く。もしランの残りの長さ（最初のメイクアップ符号分２５６０を除いた長さ）

が２５６０画素以上ある時は、残りのランの長さが２５６０未満になるまで２５６０のメイク

アップ符号を繰り返す。そして、残りのランについては上で述べたように、ターミネイティング

符号もしくはメイクアップ符号とターミネイティング符号の組み合わせで符号化される。 

 

4.1.2 ライン終端符号（ＥＯＬ） 

 この符号語は各ラインのデータの後に付加する。これは１ラインの有効なデータ信号中には現れない固

有の符号である。それ故にエラーバーストの後の再同期が可能である。 

 更に、この信号は１ページの最初のデータラインの前にも付加する。 

 

フォーマット：０００００００００００１ 

 

4.1.3 フィル（Ｆｉｌｌ） 

 フィルを伝送することによりメッセージの流れの中に情報の小休止を置くことができる。フィルは１ラ

インのデータとＥＯＬ信号の間に挿入されるが、データの途中に入れることはない。各ラインのデータ、

フィル、ＥＯＬ信号の伝送時間がプレメッセージ制御手順で定めた符号化された走査線の最小伝送時間よ

り小さくならないようにフィルは付加される。 

 フィルビットの最大伝送時間は、５秒以下とする。 

 

フォーマット：０の可変長信号列 
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4.1.4 制御復帰符号（ＲＴＣ） 

 １電文の送信終了は６連続ＥＯＬ信号の送出により示される。ＲＴＣ信号の後、送信機はＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ３０で定義されている制御信号のフレームフォーマットとデータ伝送速度で、ポスト・メッセー

ジ・コマンドを送信する。 

 

フォーマット：000000000001 ...............000000000001 

（全部で６ＥＯＬ） 

 

 図４－１／ＪＴ－Ｔ４と図４－２／ＪＴ－Ｔ４はここで定義した信号の関係を明示している。 

 図４－１／ＪＴ－Ｔ４は送信原稿の最初の数ラインのデータを示している。図４－２／ＪＴ－Ｔ４は１

ページの最後のラインを示している。 

 標準符号表か拡張符号表かの表示と選択はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０制御手順のプリメッセージ部

（フェーズＢ）で行われる。 

 

 

          フェーズＣの始まり 

 
       EOL       DATA       EOL     DATA      FILL    EOL       DATA 

              ≧ T              ＜ T 

                                    ≧ T 

 

 

Ｔ： 符号化された、走査線当りの最小伝送時間 

 

図４－１／ＪＴ－Ｔ４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

                                     フェーズＣの終わり 

 
         DATA     EOL        DATA         EOL     EOL     EOL     EOL     EOL     EOL 

                                                             RTC 

 

 

図４－２／ＪＴ－Ｔ４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

 

4.2 二次元符号化方式 

 二次元符号化方式は 4.1 節で規定されている一次元符号化方式のオプションとしての拡張であり、次に示

すとおりである。 
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4.2.1 データ 

 

4.2.1.1 パラメータＫ 

 伝送誤りによってデータが乱される領域を制限するために、一次元符号化された各ラインの後、最大Ｋ

－１の連続したラインが二次元で符号化される。一次元で符号化されたラインはＫライン毎よりも頻繁に

伝送されてもよい。一次元符号化されたラインが送られた後、次に二次元で符号化されるＫ－１ラインは

初期化される。Ｋの最大値は次のように定める。 

 

 

        標準垂直解像度：Ｋ＝２ 

        オプションとしての垂直高解像度： 

２００ライン／２５．４ｍｍ、 Ｋ＝４ 

３００ライン／２５．４ｍｍ、 Ｋ＝６ 

４００ライン／２５．４ｍｍ、 Ｋ＝８ 

６００ライン／２５．４ｍｍ、 Ｋ＝１２ 

８００ライン／２５．４ｍｍ、 Ｋ＝１６ 

１２００ライン／２５．４ｍｍ、 Ｋ＝２４ 

 

 

4.2.1.2 一次元符号化 

 これは 4.1.1 節におけるデータの記述に従う。 

 

4.2.1.3 二次元符号化 

 これは、現ラインすなわち符号化ライン上の各変化画素の位置が符号化ライン上、あるいは、符号化ラ

インの直前に位置する参照ライン上にある参照画素の位置に対応して符号化される逐次符号化方式である。

符号化ラインが符号化された後、符号化ラインは次の符号化ラインの参照ラインとなる。 
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4.2.1.3.1 変化画素の定義（図４－３／ＪＴ－Ｔ４参照） 

 変化画素とは、その“色”（すなわち黒か白）が同一走査線上の直前の色と異なる画素と定義される。 

 

 ａ０ ：  符号化ライン上の参照または起点変化画素。符号化ラインの始めでは a０はラインの最初の画

素の直前に位置する仮想的白変化画素上に置かれる。符号化ラインの符号化の間は a０の位置

は直前の符号化モードにより定義される。（4.2.1.3.2 節参照） 

 

 ａ１ ：  符号化ライン上で a０より右の最初の変化画素 

 

 ａ２ ：  符号化ライン上で a１より右の最初の変化画素 

 

 ｂ１ ：  a０より右で a０と反対の色を持つ参照ライン上の最初の変化画素 

 

 ｂ２ ：  参照ライン上で b１より右の最初の変化画素 

 

                          b１        b２ 

 

  参照ライン 

  符号化ライン 

 

            a０                 a１                    a２ 

 

図４－３／ＪＴ－Ｔ４ 変化画素 

（ＩＴＵ－Ｔ．４） 

 

4.2.1.3.2 符号化モード 

 4.2.1.3.3 節に記述されている符号化手順に従って３つの符号化モードの中から１つが選択され、符号化ラ

インに沿って各変化画素の位置を符号化する。３つの符号化モードの例は、図４－４／ＪＴ－Ｔ４と図４

－５／ＪＴ－Ｔ４及び図４－６／ＪＴ－Ｔ４に示される。 

  (a)  パスモード 

 このパスモードは a１の左側に b２が存在することで判定される。このモードでの符号化を終えると、

a０は次の符号化に備えて、符号化ライン上で b２の直下の画素（すなわち a０′) に設定される。 

 

                       b１         b２ 

 

      参照ライン 

      符号化ライン 

 

               a０                        a０′       a１ 

 

図４－４／ＪＴ－Ｔ４ パスモード 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 
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 ただし、図４－５／ＪＴ－Ｔ４に示すように、b２が a１の真上にある状態はパスモードとはしない。 

 

                        b１        b２ 

 

      参照ライン 

      符号化ライン 

 

                a０                      a１ 

 

図４－５／ＪＴ－Ｔ４ パスモードに該当しない例 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

 

  (b)  垂直モード 

 このモードと判定された時には､a１の位置は b１からの相対位置で符号化される。相対距離 a１b１は、

各々独立した符号語で表される７つの値Ｖ、ＶＲ(1)、ＶＲ(2)、ＶＲ(3)、ＶＬ(1)、ＶＬ(2)、ＶＬ(3)のうち

のいずれかの値をとる。添字ＲとＬは、a１が b１の右側にあるか左側にあるかをそれぞれ示し、括弧

内の数字は距離 a１b１の値を示す。垂直モード符号化の後、a０の位置は a１に設定される。（図４－６

／ＪＴ－Ｔ４参照） 

 

  (c)  水平モード 

 このモードと判定された時には、ランレングス a０a１ および a１a２ の両方を符号語 Ｈ＋Ｍ（a０a１）

＋Ｍ（a１a２）を用いて符号化する。Ｈは二次元符号表（表４－３／ＪＴ－Ｔ４）内のフラッグ符号

‘００１’である。Ｍ（a０a１）およびＭ（a１a２）は各々ラン a０a１および a１a２の長さと“色”を示す

符号であり、規定の白黒の一次元符号表（表４－１／ＪＴ－Ｔ４と表４－２／ＪＴ－Ｔ４）から選

ばれる。水平モード符号化の後、a０の位置は a２に設定される。（図４－６／ＪＴ－Ｔ４参照） 

 

                             垂直モード 

                                                 a１b１ 

 

                                                                    b１             b２ 

 

参照ライン 

符号化ライン 

 

                                    a０                     a１                          a２ 

                                             a０a１                    a１a２ 

 

                           水平モード 

 

図４－６／ＪＴ－Ｔ４ 垂直モードと水平モード 

（ＩＴＵ－Ｔ．４） 
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4.2.1.3.3 符号化手順 

 符号化手順は符号化ライン上の各変化画素を符号化するのに用いる符号化モードを判定する。３つの符

号化モードの中から１つが以下に述べる手順１または手順２によって判定され、表４－３／ＪＴ－Ｔ４で

与えられている符号表から固有の符号が選択される。符号化手順は図４－７／ＪＴ－Ｔ４のフローダイヤ

グラムに示されているとおりである。 

（注） 符号器においてパスモードの使用を単一パスモードに限定することはコンパティビリティに影響

しない。互換性に影響しないアルゴリズムの変化は、検討課題である。 

 

手順１ 

 パスモードと判定されたら、符号語０００１（表４－３／ＪＴ－Ｔ４）を用いて符号化される。

この処理の後、b２の真下の画素 a０′を次の符号化のための新しい起点画素 a０と見なす。（図４－４

／ＪＴ－Ｔ４参照） 

 パスモードが検出されなければ手順２に進む。 

 

手順２ 

 相対距離 a１b１の絶対値を決定する。 

 ｜a１b１｜≦３ならば、表４－３／ＪＴ－Ｔ４に示されるように a１b１は垂直モードで符号化され、

その後、a１を次の符号化のための新しい起点画素 a０とする。 

 ｜a１b１｜＞３ならば、表４－３／ＪＴ－Ｔ４に示されるように水平モード符号００１にひき続い

て、a０a１及び a１a２が各々一次元符号化により符号化される。この処理の後、a２を次の符号化のため

の新しい起点画素 a０とする。 

 

4.2.1.3.4 ラインの始端、終端画素の処理 

  (a)  始端画素の処理 

 各符号化ラインの最初の起点画素 a０は仮想的に最初の画素の直前に置かれ、白画素とみなされる

（4.2.1.3.1 節参照）。ラインの最初のランレングス a０a１は a０a１－１で置き換えられる。よって、最

初のランが黒でかつ水平モードで符号化されると見なされる場合には、最初の符号Ｍ（a０a１）は長

さゼロの白ランに対応させる。 

 （図４－10／ＪＴ－Ｔ４の⑤参照） 

 

  (b)  終端画素の処理 

 符号化ラインの符号化は、最終の実在の画素の直後に位置する仮想変化画素の位置の符号化が完

了するまで継続される。これは a１又は a２として符号化される。b１及び／もしくは b２が符号化ライン

の符号化の間に全く検出されない場合、それらは、参照ライン上の最終の実在の画素の直後に位置

する仮想変化画素上に置かれる。 
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表４－３／ＪＴ－Ｔ４ 二次元符号表 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

モード 符号化される要素 記 号 符    号 

パス   b１b２   Ｐ  0001 

水平 

 

  a０a１，a１a２ 

 

  Ｈ 

 

 001＋Ｍ(a０a１)＋Ｍ(a１a２) 

（注１）参照 

垂直   a１が b１の直下   a１b１＝０   Ｖ   (0)  1 

   a１が b１の右側   a１b１＝１   ＶＲ  (1)  011 

    a１b１＝２   ＶＲ  (2)  000011 

    a１b１＝３   ＶＲ  (3)  0000011 

   a１が b１の左側   a１b１＝１   ＶＬ  (1)  010 

    a１b１＝２   ＶＬ  (2)  000010 

    a１b１＝３   ＶＬ  (3)  0000010 

拡張 

 

 

 

  二次元（拡張） 

 

  一次元（拡張） 

 

 0000001xxx 

 

 000000001xxx 

（注２）参照 

 

（注１） 水平モードの符号Ｍ( ) は、表４－１／ＪＴ－Ｔ４と表４－２／ＪＴ－Ｔ４の符号語を表してい

る。 

（注２） 非圧縮モードは、グループ３機の二次元符号化方式のオプションとしての拡張として認められ

ることが示された。表４－４／ＪＴ－Ｔ４でその符号語が与えられ非圧縮モードについては xxx

ビットのビット割り当ては 111 である。 

（注３） 未規定の xxx ビット割り当ておよびその用途を定義するには更に検討が必要である。 

（注４） 一次元で符号化されることが指定されているライン上で非圧縮モードを使用する場合には、符

号器は 000 のシーケンスで終了する符号語に続いては非圧縮モードへの切り換えを行ってはなら

ない。これは、000 で終了している符号に切り替え符号 000000001 が続くとライン終端符号と誤

るからである。 



 - 25 - ＪＴ－Ｔ４ 

表４－４／ＪＴ－Ｔ４ 非圧縮モード符号 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

 

非圧縮モードに入る符号 

 

一次元で符号化されているライン上：000000001111 

 

二次元で符号化されているライン上：0000001111 

  非圧縮モード符号 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イメージパターン 

 

    1 

    01 

    001 

    0001 

    00001 

    00000 

 

    符  号 

 

  1 

  01 

  001 

  0001 

  00001 

  000001 

 

  非圧縮モードから出る符号 

 

 

 

 

 

 

    0 

    00 

    000 

    0000 

 

  0000001T 

  00000001T 

  000000001T 

  0000000001T 

  00000000001T 

 

 

 Ｔは次のランの色を示す付加ビットである。（黒＝１、白＝０） 
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                            図４－７／ＪＴ－Ｔ４ 

                            （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

                            二次元符号化フローダイヤグラム 

 
開 始 

 
Ｋライン毎の  

最初の 
ラインか 

ＥＯＬ＋０ 

第１画素の直前
に a０を置く 

a１検出 

b１検出 

b２検出 

ＥＯＬ＋１ 

一次元符号化 

 
b２は a１ か 
の左側か 

パスモード符号化

a０を b２の直下に 
置く

 
｜a１b１｜≦３ 

a２検出 

a０を a２の上に置く

水平モード符号化

 
ラインの終端か 

a０を a１の上に置く

垂直モード符号化

 
ページの終了か 

ＲＴＣ 

終 了 

NO

NO

NO 

NO 

NO 

YES

YES

YES

YES 

YES 
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                       データ                データ                      データ 

             EOL+１               EOL+０               FILL    EOL+１ 

                     （一次元）            （二次元）                  （一次元） 

 

                    ≧Ｔ                 ＜Ｔ 

 

                                           ≧Ｔ 

 

Ｔ：符号化された１走査線当たりの最小伝送時間 

 

図４－８／ＪＴ－Ｔ４ メッセージ伝送（ページの先頭部） 

（ＩＴＵ－Ｔ．４） 

 

 

                                フェーズＣ 

                                の終了 

 

                      データ 

    データ   EOL+０             FILL   EOL+１  EOL+１  EOL+１  EOL+１  EOL+１  EOL+１ 

                    （二次元） 

 

                      又は 

                                                        RTC 

 

                      データ 

             EOL+１             FILL 

                    （一次元） 

 

図４－９／ＪＴ－Ｔ４ メッセージ伝送（ページの終端部） 

（ＩＴＵ－Ｔ．４） 

 

 

4.2.2 ライン同期符号（Line synchronization code word)  

 すべての符号化されたラインの最後に、ライン終端符号ＥＯＬ000000000001 が付加される。ＥＯＬ符号

の後ろには、次のラインに一次元あるいは二次元符号化のいづれが使用されるかを示すビットが続く。さ

らにＥＯＬに付加ビット“１”が付いた信号がページの最初のデータラインの前に付けられる。 

 

         フォーマット 

             ＥＯＬ＋１：次のラインが一次元符号化 
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         ＥＯＬ＋０：次のラインが二次元符号化 

 

4.2.3 フィル（Ｆｉｌｌ） 

 フィルは１ラインのデータとライン同期符号（ＥＯＬ＋付加ビット）の間に挿入されるが、データ中に

は挿入されない。フィルは、データとフィルとＥＯＬ＋付加ビットの伝送時間が、符号化された走査線の

最小伝送時間よりも小さくならないことを保証するように、付加されなければならない。 

 

         フォーマット 

           ０の可変長信号列 

 

 

4.2.4 制御復帰符号（ＲＴＣ） 

 使用されるフォーマットは６連続のライン同期符号、すなわち、６×（ＥＯＬ＋１）である。ここで定

義されている信号の関連をさらに明確にするために、図４－８／ＪＴ－Ｔ４及び図４－９／ＪＴ－Ｔ４が

Ｋ＝２の場合について示されている。図４－８／ＪＴ－Ｔ４は送信ページの先頭から始まる数ラインの

データを示している。図４－９／ＪＴ－Ｔ４は、ページ最後の数ラインを示している。 

 

4.2.5 符号化例 

 図４－１０／ＪＴ－Ｔ４はいくつかの走査線について最初の部分の符号化例を示し、図４－１１／ＪＴ

－Ｔ４は最後の部分の例を示す。図４－１２／ＪＴ－Ｔ４はその他の符号化例を示している。図中の記号

Ｐ、Ｈ、Ｖは表４－３／ＪＴ－Ｔ４に示すように各々パスモード、水平モード、垂直モードを示す。黒点

を付けられた画素は符号化される変化画素を示す。 

 

          １               １ 

                                                  

         

          ①  Ｖ(0)           ②  ＶＬ(1) 

 

          １               １ 

 

 

          ③  Ｐ            ④  ＶＲ(2) 

                a０′ 

          １                 10 

 

 

          ⑤    Ｈ（0,3)    ＶＲ(1) 

 

図４－１０／ＪＴ－Ｔ４ 符号化例：走査ラインの先頭 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

 

・

・

・

・・ ・

・
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           1728              1728              1728 

 

              ・         ・         ・ 
   ① Ｖ(0),Ｖ(0)        ②    Ｖ(0),  ＶＲ(2)     ③ Ｖ(0),  ＶＬ(2)，Ｖ(0) 

 

           1728              1728            1728 

 

              ・         ・        ・ 
   ④Ｖ(0),ＶＬ(2)，Ｖ(0)     ⑤Ｖ(0),      ＶＲ(3)    ⑥Ｐ， Ｖ(0)  a０′ 

 

                     1728                    1728 

 

                        ・             ・ 
       a０ 

   ⑦       Ｈ（2,6)            ⑧   Ｖ(0),     Ｈ（7,0) 

 

図４－１１／ＪＴ－Ｔ４ 符号化例：走査ラインの末尾 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

 

 

   ①        ＶＲ(3)， ＶＬ(2)， Ｖ(0) 

 

 

 

 

   ②   a０
     Ｈ（7,2) 

 

 

 

 

       a０ 

   ③ モード：     Ｐ    ＶＬ(1)    Ｖ(0)            Ｈ( 3,4 ) 

     符号：      0001    010      １         001 1000 011 

 

図４－１２／ＪＴ－Ｔ４ 符号化例 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

4.3 拡張二次元符号化方式 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.6 の 2.2 節で規定されている基本ファクシミリ符号化方式は、グループ３ファクシミリ

ではオプションとして使用される。この符号化方式は、3.3 節で規定された誤り訂正方式での使用に限られ

る。 

 

・ ・ ・

・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

Ｐ 

0001

・・・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・
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4.4 階層的二値画像圧縮方式 

 グループ３ファクシミリのためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２で規定されている階層的二値画像圧縮方式の

使用法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５の相当する章に記述されたアプリケーション規則に従うべきである。

この符号化方式は、3.3 節で規定された誤り訂正方式での使用に限られる。 

 

4.4.1 参照規格 

  (1)  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２  階層的二値画像圧縮方式 

  (2)  ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５  ファクシミリ端末のための階層的二値画像圧縮 

                 （ＪＢＩＧ符号化方式）のアプリケーションプロファイル 

 

4.4.2 単層シーケンシャル符号化方式 

 グループ３ファクシミリのためのＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８２の 3.31 節に記述された単層シーケンシャル符

号化方式の使用法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ８５の４章に記述されたアプリケーション規則に従うべきであ

る。この符号化方式はグループ３ファクシミリではオプションとして使用される。 

 

4.4.3 多階層シーケンシャル符号化方式 

 将来検討課題。 

 

4.4.4 階層的符号化方式 

 将来検討課題。 

 

５．変復調 
 一般交換電話網で使用するグループ３端末はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２７ter 、特に２、３、７、８、９、１１

章及びその付録１に定義されている変調方式、スクランブラ、等化方式、タイミング信号を使用する。 

 

5.1 トレーニング信号 

 使用するトレーニング信号は、トーカーエコーに対してプロテクションを持つロングトレーニングシー

ケンスとする。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２７ter の 2.5.1 節、表３／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２７ter 参照)  

 

5.2 データ信号速度 

 使用されるデータ信号速度はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２７ter で規定されている 4800bit/s と 2400 bit/s とする。 

 

（注１） 2400 ビット/s を越えるデータ信号速度のサービスを保証していないことを、ある主官庁で

は指摘している。 

（注２） 他の変調方式を使用中である端末があることに注意すべきである。 

（注３） 専用線や高品質交換回線のように、通信サービスの品質が高速伝送においても十分である

場合には、グループ３端末は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２９、Ｖ.１７、Ｖ．３４に規定されている変調方式、

スクランブラ、等化方式、タイミング信号をオプションとして使用してよい。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２９

については、特に１、２、３、４、７、８、９、１０、１１章に規定されている。このオプションに

おいては、データは多重化されるべきではなく、信号速度は 9600bit/s と 7200bit/s に限定されるべきで

ある。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.１７については特に１章から５章に規定されている。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.３４

については、１章から１２章とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｅに規定されている。 
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（注４） ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.１７の信号を使用する場合、トレーニング信号は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.１７の

5.3 項で規定されたトーカーエコープロテクション信号を持つ。 

 

（注５） ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．３４の変調モードを使用する端末は、本標準付属資料ＡおよびＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａで定義されるＥＣＭ（誤り訂正方式）を使用しなければならない。 

 

（注６） ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２９の信号を使用する場合、トーカーエコープロテクション（ＴＥＰ）信号

がトレーニングと同期手順の伝送より前にオプションで伝送されるかもしれない。ＴＥＰ信号は、

その後に 20～25ms の無音を伴う 185～200ms 間の無変調の搬送波から構成される。この信号は１

９９８年版とそれより前のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４に適用したいくつかの既存の端末の互換性の問

題の原因となるかもしれない。 

 

６．送信出力電力 
 平均電力は、－１５dBm から０dBm まで調整できること。ただし、この調整が、オペレータによって操

作できないように端末を設計すべきである。 

 （注）国際回線における電力レベルはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.2 に合致させる。 

 

７．受信入力電力 
 受信機は受信信号レベルが０dBm から－４３dBm 範囲であれば正常に動作しなければならない。受信感

度の調整はオペレータが扱えるようにするべきではない。 

 

８．端末への実装 
 紙サイズについての記述は必ずしも物理的な原稿スキャナやプリンタが実装されていることを要求した

ものではない。 

 

 メッセージが、物理的なスキャナから生成されたものでなかったり、紙面上に表示されたものでなくて

も、ネットワークインタフェースを通して現れる信号は、紙による入出力機能が実装されている場合に生

成される信号と全く同じ信号となる。 

 

９．ファイル転送モード 
 ファイル転送モードは、本標準の付属資料ＡとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａに定義されている

誤り訂正方式を使用することにより、送ろうとしているファイルに関係する付加情報と一緒に、あるいは

付加情報は無しで、データファイルを送ることを可能とするグループ３のオプション機能である。 

 このファイル転送モードは付属資料Ｂで定義されている。 

 

１０．キャラクタモード 
 キャラクタモードは、本標準の付属資料ＡとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａに定義される誤り訂

正方式を使用することにより、キャラクタ符号化された文章を送信可能にするグループ３のオプション機

能である。 

 このキャラクタモードは付属資料Ｃで定義されている。 
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１１．ミクストモード 
 ミクストモードは、本標準の付属資料ＡとＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａで定義される誤り訂正

方式を使用することにより、キャラクタ符号化情報とファクシミリ符号化情報の両方を含むページの送信

を可能にするグループ３のオプション機能である。 

 このミクストモードは付属資料Ｄで定義されている。 

 

１２．６４kbit/s オプション 
  ＴＴＣ標準では規定しない。 

 

１３．連続階調カラーと単色多値モード 
 連続階調カラーと単色多値モードは、カラー又は単色多値画像の送信を可能にするグループ３のオプ

ション機能である。 

 このモードは、付属資料Ｅで定義されている。 

 

１４．セキュリティ通信モード 
  セキュリティ通信モードの能力はオプションである。このオプションのために２つの独立した技術的方

式があり、この一方式がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｆに定義されている。 

 

１５．ＪＴ－Ｔ４３を用いた、１ビット／カラー画像、パレットカラー画像、連続階調カラー画

像、単色多値画像の可逆伝送モード 
 １ビット／カラー画像、パレットカラー画像、連続階調カラー画像、単色多値画像モードの可逆伝送は、

グループ３のオプション機能である。本モードはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｇで定義されている。 

 

１６．ミクストラスタコンテント 

  ＴＴＣ標準では規定しない。 
 

１７．連続階調カラーと単色多値モード（ｓＹＣＣ） 
 連続階調カラーと単色多値モード（ｓＹＣＣ）は、カラーまたは、単色多値画像の伝送を可能にするグ

ループ３ファクシミリのオプション機能である。本モードについては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料

Ｉで定義されている。
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付属資料Ａ 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 
誤り訂正機能オプション 
 

Ａ．１ はじめに 

 本付属資料では、オプションの誤り訂正機能を使用する文書伝送で必要とされるメッセージフォーマッ

トを規定する。 

 

Ａ．２ 定 義 

 特にことわらない限り、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４とＪＴ－Ｔ３０で規定されている定義が適用される。 

 

Ａ．３ メッセージフォーマット 

 すべてのバイナリー符号化されたファクシミリメッセージに対して、ＨＤＬＣフレーム構成が使用され

る。基本的なＨＤＬＣ構成はいくつかのフレームから構成され、各フレームは更にいくつかのフィールド

に分割される。ＨＤＬＣ構成はフレームラベリングと誤りチェックのために設けられている。 

 具体的に言えば、付図Ａ－１／ＪＴ－Ｔ４と付図Ａ－２／ＪＴ－Ｔ４に示すフォーマットの例がバイナ

リー符号化された信号方式に用いられる。 

 これらの例は先頭の部分ページ（partial page; Ｐ. Ｐ. ）フレーム構成と最後の部分ページフレーム構成

を示している。 

 フィールドに関する以下の記述において、ビットが送出される順序はＭＳＢ(most sig-nificant bit) からＬ

ＳＢ(least significant bit) 、すなわち受信画が印刷される場合と同様に左から右である。これに対する例外は

フレーム番号である（A.3.6.1 節参照) 。 

 バイナリー表示記号と信号コード有意状態との関係はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．１に従うものとする。
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      同期信号         ファクシミリ符号化データ       ＲＣＰ 
 
 
 
 
 
 
  ＦＣＤ      ＦＣＤ                                                                                ＦＣＤ      ＲＣＰ      ＲＣＰ      ＲＣＰ 
  フレーム    フレーム        ………………………………………………………………………………         フレーム    フレーム    フレーム    フレーム 
      ０          １                                                                                ｎ－１ 
 
 
 
 
 
 
                                     ﾌﾚｰﾑ   ファクシミリ 
      Ｆ   Ｆ    Ａ    Ｃ   ＦＣＤ   番 号                 ＦＣＳ   Ｆ    Ｆ 
                                     ｎ－１ 符号化データ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      Ｆ   Ｆ    Ａ    Ｃ    ＲＣＰ  ＦＣＳ   Ｆ    Ｆ    Ａ    Ｃ   ＲＣＰ  ＦＣＳ   Ｆ    Ｆ    Ａ    Ｃ   ＲＣＰ  ＦＣＳ   Ｆ    ………    Ｆ 
 
 
 
 
 
                                                                 フェーズＣの終了 
 
 
 
 
                                     ﾌﾚｰﾑ   ファクシミリ 
      Ｆ   Ｆ    Ａ    Ｃ   ＦＣＤ  番  号                 ＦＣＳ   Ｆ    Ｆ    Ａ   Ｃ 
                                      ０    符号化データ 
 
 
 
 
    （注）A.3.2 節参照 

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｔ４ 先頭の部分ページフレーム構成 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.４） 

先頭の部分ページ

ｎ番目のＦＣＤフレーム （注）

ＦＣＦ 

３番目のＲＣＰフレーム

最大 50ms

２番目のＲＣＰフレーム１番目のＲＣＰフレーム 

ＦＩＦ

ＦＣＦＦＣＦ ＦＣＦ

１番目のＦＣＤフレーム

ＦＣＦ ＦＩＦ
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                                                                 パッドビット 
       同期信号        ファクシミリ符号化データ     ＲＴＣ                                  ＲＣＰ 
                                                             （可変長の"0" のビット列) 
 
 
 
 
 
    ＦＣＤ       ＦＣＤ                                                                             ＦＣＤ      ＲＣＰ      ＲＣＰ      ＲＣＰ 
    フレーム     フレーム      ……………………………………………………………………………          フレーム    フレーム    フレーム    フレーム 
       ０          １                                                                                ｍ－１ 
 
 
 
 
 
 
 
                                    ﾌﾚｰﾑ    ファクシミリ          パッドビット 
      Ｆ   Ｆ    Ａ    Ｃ   ＦＣＤ  番 号                 ＲＴＣ  （可変長の"0"   ＦＣＳ   Ｆ   Ｆ 
                                    ｍ－１  符号化データ          のビット列） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      Ｆ   Ｆ    Ａ    Ｃ   ＲＣＰ  ＦＣＳ   Ｆ    Ｆ    Ａ    Ｃ    ＲＣＰ  ＦＣＳ   Ｆ    Ｆ    Ａ    Ｃ   ＲＣＰ  ＦＣＳ   Ｆ   ………    Ｆ 
 
 
 
 
 
                                                                                                                               フェーズ C の終了 
 
 
 
 
                                     ﾌﾚｰﾑ    ファクシミリ 
      Ｆ   Ｆ    Ａ    Ｃ   ＦＣＤ   番 号                 ＦＣＳ   Ｆ    Ｆ    Ａ    Ｃ 
                                      ０     符号化データ 
 
 

 
    （注）A.3.2 節参照 

 
付図Ａ－２／ＪＴ－Ｔ４ 最後の部分ページフレーム構成 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ.４） 

最後の部分ページ

ｍ番目のＦＣＤフレーム （注）

ＦＣＦ 

３番目のＲＣＰフレーム

最大 50ms

２番目のＲＣＰフレーム１番目のＲＣＰフレーム 

ＦＩＦ

ＦＣＦＦＣＦ ＦＣＦ

１番目のＦＣＤフレーム

ＦＣＦ ＦＩＦ
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Ａ.3.1 同 期 

 新たに伝送が始まるときは常に、すべてのバイナリー符号化情報の送出に先立って同期シーケンスが送

出される。 

 同期はトレーニングシーケンスであり、公称値２００ms（許容値＋１００ms) の連続したフラグシーケ

ンスである。 

 

（注） 連続するフラグはビット“０”を２個含む。すなわちビット“０”の兼用はしないものとする。

（付図Ａ－３／ＪＴ－Ｔ４参照） 

 

 ……… 01111110 01111110 01111110 ……… 

 

              付図Ａ－３／ＪＴ－Ｔ４ 

               （ＩＴＵ－Ｔ．４） 

 

 

Ａ.3.2 フラグシーケンス（Ｆ） 

 この８ビットのＨＤＬＣフラグシーケンスは、ファクシミリメッセージ手順のためのフレームの開始と

終結を示すために使われる。フラグシーケンスはビットとフレームの同期を確立するために使われる。こ

れを実現するために、Ａ.3.1 節で定義された同期信号が第１フレームに先立ち使用される。後続するフレー

ムと最終フレームには１つあるいはそれ以上のフラグシーケンスが必要である。 

 

 フォーマット  ：  ０１１１１１１０ 

 

（注） フレームが連続する場合には、１つのフラグシーケンスで、フレームの終結を示すフラグシーケ

ンスと次のフレームの開始を示すフラグシーケンスを兼用してよい。 

 

 

Ａ.3.3 アドレスフィールド（Ａ） 

 この８ビットのＨＤＬＣアドレスフィールドは、多局構成における特定局を識別するためのものである。

一般交換電話網での伝送の場合、このフィールドは以下のフォーマットに限られる。 

 

 フォーマット  ：  １１１１１１１１ 

 

 

Ａ.3.4 制御フィールド（Ｃ） 

 この８ビットのＨＤＬＣ制御フィールドは、そのファクシミリメッセージ手順に固有な命令を符号化す

る機能を持つ。 

 

 フォーマット  ：  １１００Ｘ０００ 

 

 

 Ｘビットは、ＦＣＤ（ファクシミリ符号化データ）フレームとＲＣＰ（部分ページ制御復帰）フレーム

の場合“０”にセットされる。 
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Ａ.3.5 ファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ） 

 ＦＣＤフレームとＲＣＰフレームを区別するために、インメッセージ手順に対してＦＣＦを次のように

定義する。 

  (1) ＦＣＤフレームのＦＣＦ 

 

 フォーマット  ：  ０１１０００００ 

 

 

  (2) ＲＣＰフレームのＦＣＦ 

 

 フォーマット  ：  ０１１００００１ 

 

 

Ａ.3.6 ファクシミリ情報フィールド（ＦＩＦ） 

 ファクシミリ情報フィールドは２５７あるいは６５オクテット長（注１）であり、フレーム番号とファ

クシミリデータフィールドの２つの部分に分けられる（注２）。 

（注１） フラグシーケンスと同じパターンが生じないようにするためのスタッフィングビット（"0" 挿

入) を含まない長さである。 

（注２） ＲＣＰフレームは情報フィールドを持たない。 

 

Ａ.3.6.1 フレーム番号 

 フレーム番号は８ビットの２進数である。フレーム番号はファクシミリ情報フィールドの先頭の８ビッ

トとして定義される。そのＬＳＢが最初に送信される。 

 

 フレーム番号０－２５５（最大２５５）はファクシミリデータフィールド（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付

属資料Ａ参照）を識別するために使用される。 

 各ブロックで、フレーム０が最初に送信される。 

 

Ａ.3.6.2 ファクシミリデータフィールド 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の４章で規定される符号化方式と以下の規定が適用される。 

 

  (l)  ファクシミリデータフィールドは２５６あるいは６４オクテット長である。 

  (2)  符号化される全走査線は、データとＥＯＬから構成される。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の 4.2 節で記述

されるオプションの二次元符号化方式に対しては、符号化される全走査線はデータ、ＥＯＬおよび

付加ビットから構成される。 

  (3)  必要ならば、オクテットバウンダリー及びフレームバウンダリーに長さを調節するために、ＲＴ

Ｃ信号の後に可変長の“０”のビット列（パッドビット）を挿入してもよい。（注１、２） 

 

  （注１） 受信機はパッドビットとフィルビットの両方を受信できること。 

  （注２） ＲＴＣ信号を含む最終フレームのファクシミリデータフィールドの長さは、２５６あるい

は６４オクテット以下でもよい。 
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Ａ.3.7 フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ） 

 ＦＣＳは１６ビットのシーケンスである。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の 5.3.7 節参照） 

 

Ａ.3.8 ＲＣＰフレーム（ＲＣＰ） 

 部分ページの伝送の終了は、連続する３つのＲＣＰフレームの送出によって示される。（注） 

 これらのＲＣＰフレームに続いて、送信機は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａで定義された制御

信号のフレームフォーマットとデータ信号速度に従って、ポストメッセージコマンドを送出する。 

 

（注）最終のＲＣＰフレームに続くフラグシーケンスは５０ms 以内であること。 
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付属資料Ｂ 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 
ファイル転送モードオプション 

 

Ｂ．１ はじめに 

 この付属資料は、グループ３のためのファイル転送の技術的特徴を記述する。 

 

 ファイル転送は、転送されるファイルについて付加情報のあるか否かによりいくつかのデータファイル

の転送を可能にするグループ３のオプションである。 

 データファイルの内容は、どのような種類の符号でもよい。 

 グループ３端末に適用されるファイル転送は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資

料Ａ（誤り訂正方式）に基づいている。 

 ファイルは確実に転送されなければならないので、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料ＡとＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ３０付属資料Ａに記述されている誤り訂正方式を使用する事が、この付属資料Ｂにおいて必須であ

る。 

 サービスの観点から、ファイル転送は、異なるテレマティックアプリケーション（グループ３、グルー

プ４）の間で実現され、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．５５１に定義されている。 

 

Ｂ．２ 定義 

 特にことわらない限り、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４とＪＴ－Ｔ３０で規定されている定義が適用される。 

 

Ｂ．３ 参照規格 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４、ＪＴ－Ｔ３０に加え、この付属資料は、他のＩＴＵ－Ｔ勧告とＩＳＯ規格とＴ

ＴＣ標準を参照する。 

 

〔１〕 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５０ ：国際標準アルファベット 

〔２〕 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２０９：抽象構文記法（ＡＳＮ．１）の基本符号化仕様 

〔３〕 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４：テレマティックサービスのためのバイナリファイル転送フォーマッ

ト 

〔４〕 ＩＳＯ９７３５ ：行政、商業、運輸のための電子データ交換 

（ＥＤＩＦＡＣＴ） 

－アプリケーションレベル構文規則 

〔５〕 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．５５１：グループ３ファクシミリ及びグループ４ファクシミリでのテレマ

ティックファイル転送のためのサービス勧告とメッセージ通信処

理サービスにおけるテレマティックファイル転送のためのサービ

ス勧告 

〔６〕 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１ ：テレマティックサービスのための文字コードセット 

〔７〕 ＩＳＯ８８５９－１： 情報処理－８ビット単位シングルバイト符号化グラフィックキャラクタ

セット－パート１： 

ラテンアルファベットＮｏ．１ 
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Ｂ．４ 異なるファイル転送モードの定義 

 現在、４つのファイル転送モードがある。 

   基本転送モード （ＢＴＭ） 

   文書転送モード （ＤＴＭ） 

   バイナリファイル転送 （ＢＦＴ） 

   Ｅｄｉｆａｃｔ転送 （ＥＤＩ） 

 サービスの観点からの、これら４つの異なるファイル転送モードの使用法については、ＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｆ．５５１を参照する。 

 これらの４つのモード以外のファイル転送モードの追加は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４、ＪＴ－Ｔ３０の今

後のバージョンで示されるかもしれない。 

 

Ｂ.4.1 基本転送モード（ＢＴＭ） 

 基本転送モードは、付加情報の無いいく種類かのファイル（バイナリファイル、ワードプロセッサ独自

フォーマットドキュメント、ビットマップ等）の交換手段をグループ３端末のユーザに提供する。 

 

Ｂ.4.2 文書転送モード（ＤＴＭ） 

 文章転送モードは、ユーザが読む事ができる付加情報とファイル記述を含むいく種類かのファイルの交

換手段を、グループ３端末のユーザに提供する。 

 ファイル記述はファイルに関する構成情報であり、（例：ファイル名、ファイルタイプ、ファイルコー

ディング等）受信側において、自動的に処理するか、ユーザにより読まれるかどちらでも処理する事がで

きる。 

 ファイル記述は、ファイルのデータの先頭で転送され、ファイルデータはこの後に連結される。 

 

Ｂ.4.3 バイナリファイル転送（ＢＦＴ） 

 バイナリファイル転送は、ファイル記述を含み、受信側で処理される付加情報を含むいく種類かのファ

イル交換手段を、グループ３端末のユーザに提供する。 

 ファイル記述は、ファイルに関しての情報を含んだ構造化されたドキュメントであり（例：ファイル名、

内容タイプ等）、主に受信側で自動的に処理される事を目的としている。 

 ファイル記述の符号化に採用する符号化規則は、技術的にＦＴＡＭの規則に合っている。（ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｘ．２０９に従う符号化） 

 ファイル記述は、ファイルのデータの先頭で転送され、ファイルデータはこの後に連結される。 

 バイナリファイル転送の技術的な記述のために、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０

の付属資料Ｃ／付録６を参照する事。 

 

Ｂ.4.4 Ｅｄｉｆａｃｔ転送（ＥＤＩ） 

 Ｅｄｉｆａｃｔ転送は、ＩＳＯ９７３５の規則に従い符号化されたＥｄｉｆａｃｔファイルの交換手段

を、グループ３端末のユーザに提供する。 

 

Ｂ.4.5 音声データ転送 

ＴＴＣ標準では規定しない。 

 

Ｂ．５ ファイル記述の符号化 
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Ｂ.5.1 基本転送モード（ＢＴＭ） 

 ＢＴＭモードは、付加情報を転送する事を必要とせず、ファイル記述も存在しない。ファイルそのもの

が送信される。 

 

Ｂ.5.2 文書転送モード（ＤＴＭ） 

 ファイル記述の符号化のために使用するキャラクタセットは本来のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１のグラ

フィックキャラクタセットに‘スペース’文字を追加したものである。（後者はテーブルの２／０に位置

する。） 

 

（注） このセットは、国際アルファベットＮｏ．５（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５０（１９８８年））とＩＳ

Ｏ８８５９－１のキャラクタセットの左側部分と一致する。 

 

Ｂ.5.2.1 グループ３端末により送信されるファイル記述の符号化 

 

 下記のファイル記述の種々のフィールドの利用の詳細については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．５５１を参照す

る事。 

 

ＣＲ ＦＦ ６．１ :ADDITIONAL INFORMATION: 

ＣＲ ＬＦ １ :FILE NAME:  

ＣＲ ＬＦ   [ファイル名]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ２ :APPLICATION REFERENCE: 

ＣＲ ＬＦ   [アプリケーション参照] （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ３ :TYPE: 

ＣＲ ＬＦ   [コーディング]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ４ :ENVIRONMENT: 

ＣＲ ＬＦ ４．１ :TERMINAL:  

ＣＲ ＬＦ   [装置]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ４．２ :OPERATING SYSTEM: 

ＣＲ ＬＦ   [オペレーティングシステム] （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ４．３   :PROGRAM:  

ＣＲ ＬＦ   [プログラム]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ４．４   :CHARACTER SET:  

ＣＲ ＬＦ   [キャラクタセット]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ５ :LAST REVISION:  

ＣＲ ＬＦ   [最終改版]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ６ :LENGTH: 

ＣＲ ＬＦ   [ファイル長]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ７ :PATH: 

ＣＲ ＬＦ   [パス名]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ８ :RESERVED: 

ＣＲ ＬＦ   [予約]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ９ :AUTHOR’S NAME:  

ＣＲ ＬＦ   [作成者]  （最大７２文字） 
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ＣＲ ＬＦ １０ :USER VISIBLE STRING:  

ＣＲ ＬＦ   [[ユーザコメント]] （８行、１行最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １１ :FUTURE FILE LENGTH: 

ＣＲ ＬＦ   [上限ファイル長]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １２ :STRUCTURE:  

ＣＲ ＬＦ   [構造]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １３ :PERMITTED ACTIONS:  

ＣＲ ＬＦ   [許可動作]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １４ :LEGAL QUALIFICATIONS:  

ＣＲ ＬＦ   [法的資格]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １５ :CREATION: 

ＣＲ ＬＦ   [作成日時]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １６ :LAST READ ACCESS: 

ＣＲ ＬＦ   [最終読出し動作]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １７ :IDENTITY OF THE LAST MODIFIER:  

ＣＲ ＬＦ   [最終変更者識別]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １８ :IDENTITY OF THE LAST READER:  

ＣＲ ＬＦ   [最終読出し者識別]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ １９ :RECIPIENT:  

ＣＲ ＬＦ   [受取人]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ２０ :TFT VERSION:  

ＣＲ ＬＦ   [ＴＦＴバージョン]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ ２１ :COMPRESSED: 

ＣＲ ＬＦ   [要約]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ 

ＣＲ ＬＦ 

 

（注１） １つの[]を使用する時は、この要素は一行に含める。〔[]〕を使用するときはその要素は数行に

含める事ができる。 

（注２） さらに、付加情報フィールドは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ｂの次のバージョンに追加さ

れるかもしれない。 

 端末は、不明なフィールドにより、誤動作してはならない。 

（注３） ファイル記述は少なくとも次の情報を含まなければならない。： 

 

ＣＲ ＦＦ ６．１   :ADDITIONAL INFORMATION: 

ＣＲ ＬＦ １ :FILE NAME:  

ＣＲ ＬＦ   [ファイル名]  （最大７２文字） 

ＣＲ ＬＦ 

ＣＲ ＬＦ 

 

Ｂ.5.3 バイナリファイル転送（ＢＦＴ） 

 送られる付加情報の構造はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３４に記述されている。 
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Ｂ.5.4 Edifact 転送 

 Edifact ファイルの転送ではファイル記述は必要ではない。 

 送られる情報の構造はＩＳＯ９７３５に記述されている。 

 

Ｂ．６ メッセージフォーマット－ブロック構造 

 誤り訂正方式によって送られるデータブロックの構造はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４のファクシミリ符号化さ

れたデータが送られる時（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ａ参照）と最後のブロック（後述）を除いて同

じ構造である。 

 

 オクテット列は最初のオクテットと最下位ビットから送られる。 

 

 通常、送信端末はＤＣＳフレーム内容（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の表５－１参照）によってフレームサ

イズを示す。フレームサイズの値は２５６か６４オクテットである。 

 

 ファイル送信の最後に送信端末は２５６フレームより小さいサイズのブロックを送るかもしれない。こ

のブロックをショートブロックと呼ぶ。 

 このショートブロックも２５６か６４オクテットより短い最後のフレームを持っているかも知れない。 

 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の中にある“制御復帰符号”（ＲＴＣ符号）では、オクテット境界やフレーム制

限に合わせるためにパッドビットを最後のブロックの終わりに入れることが許されていた。（付属資料

Ａ.3.6.2 節参照） 

 しかし、ファイルではこれと異なり、ファイル転送に対しては、そのような一般的な“制御復帰符号”

（ＲＴＣ符号）は存在せず、ショートブロックの最後のフレームはパッドビットを含んではいけない。 

 それゆえ、送信側は２５６か６４オクテットより少ない最後のフレームを送れなければならない。 

 

 付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ４はショートブロックの構造を示している。 

 

Ｂ．７ プロトコル概要 

 

Ｂ.7.1 略語 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０に含まれている略語とこの付属資料で使われている略語は以下の通りである。 

 

－ＤＣＳ ディジタル命令信号 

－ＤＩＳ ディジタル識別信号 

－ＤＴＣ ディジタル送信命令 

－ＰＰＳ－ＥＯＭ 部分ページ信号－メッセージ終了 

－ＰＰＳ－ＥＯＰ 部分ページ信号－手順終了 

－ＰＰＳ－ＭＰＳ 部分ページ信号－マルチページ信号 

－ＰＰＳ－ＮＵＬＬ 部分ページ境界信号 
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Ｂ.7.2 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のフェーズＢ（プリメッセージ手順） 

 グループ３端末は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルのＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳフレームを用いて先

に述べたモード（ＢＴＭ、ＤＴＭ、ＢＦＴ、ＥＤＩＦＡＣＴ）に関するファイル転送モードをネゴシエー

ションする。 

 

 ＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳフレームのファクシミリ情報フィールドはファイル転送モードのための特定の

ビットを含んでいる。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０表５－１参照。 

 

（注）ファクシミリサービス情報ファイル（ＦＳＩ）の使用は継続検討である。 

 

Ｂ.7.3 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルの個別アプリケーションルール 

 この章はバイナリファイル転送には適用できない。ＢＦＴに対するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコル

の個別アプリケーションルールについての正確な記述はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｃと付録６を

参照のこと。 

 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のポストメッセージ命令に関する個別アプリケーションルールがファイル転送

のために存在する。 

 

－ポストメッセージ命令の手順中断（ＰＰＳ－ＰＲＩ－Ｑ）は使われるべきではない。 

－ファイルが完全に送られるために、ＥＯＲ－Ｑ信号の使用は禁止される。送信側がＰＰＲを４回受けた

時、モデムの速度は（ＣＴＣ命令を使って）フォールバックされる、あるいは、グループ３端末は

フェーズＥ（ＤＣＮの発行と呼解放）へ切り替わらなければならない。失敗の場合、ファイルは全体を

再送されなければならない。 

 （注） ただし、ＣＴＣ送出に関して、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａの A.1.3 節（注）が適用さ

れる。 

 

 その他のポストメッセージ命令は、主としてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａ（誤り訂正方式）に

書かれている目的で使用される。 

 －ＰＰＳ－ＮＵＬＬ命令は誤り訂正方式ブロックを分割するために使われる。 

 －ページ境界を示すＰＰＳ－ＭＰＳ命令は、同じ通信で返送されるファイルが複数ある時に、ファイル

間でＰＰＳ－ＮＵＬＬ命令の代わりに使われる。 

 －ＰＰＳ－ＥＯＰ命令は送信される最後のファイルの最後のブロックの終わりに送られる。 

 －ＰＰＳ－ＥＯＭ命令は同じ通信で送信されるファイルが複数ある時に、ファイル間で送られ、通信の

モードの変更が要求される。
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       同期信号            ファイルデータ             ＲＣＰ 
 
 
 
 
 
 
     ＦＣＤ         ＦＣＤ                                                                                                  ＦＣＤ      ＲＣＰ      ＲＣＰ      ＲＣＰ 
     フレーム       フレーム         ………………………………………………………………………………       フレーム   フレーム    フレーム    フレーム 
        ０            １                                                                                                      ｍ－１ 
 
 
 
 
 
 
 
                                              フレーム 
     Ｆ    Ｆ     Ａ      Ｃ    ＦＣＤ     番号             ファイルデータ         ＦＣＳ     Ｆ     Ｆ 
                                               ｍ－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      Ｆ    Ｆ      Ａ     Ｃ    ＲＣＰ   ＦＣＳ   Ｆ      Ｆ     Ａ     Ｃ     ＲＣＰ  ＦＣＳ   Ｆ     Ｆ     Ａ      Ｃ    ＲＣＰ   ＦＣＳ   Ｆ     ……    Ｆ 
 
 
 
 
 
                                                                   フェーズＣの終了 
 
 
 
                                                       フレーム 
      Ｆ     Ｆ     Ｆ     Ａ      Ｃ    ＦＣＤ     番号            ファイルデータ     ＦＣＳ    Ｆ      Ｆ     Ａ    Ｃ 
                                                         ０ 
 
 
 
 
      （注）Ａ．３．２節参照 

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ４ 最終ブロックのフレーム構成 
（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

最後の部分ページ 

ｍ番目のＦＣＤフレーム （注） 

（注） 

ＦＣＦ 

３番目のＲＣＰフレーム

最大 50ms

２番目のＲＣＰフレーム１番目のＲＣＰフレーム 

ＦＩＦ

ＦＣＦＦＣＦＦＣＦ 

１番目のＦＣＤフレーム

ＦＣＦ ＦＩＦ



 

 - 46 - ＪＴ－Ｔ４ 

付属資料Ｃ 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 
キャラクタモードオプション 

 

Ｃ．１ はじめに 

 本付属資料では、グループ３のキャラクタモードに関する技術的特徴を記述している。 

 キャラクタモードはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルを用いることによってキャラクタ符号化された

文書を送信可能にするグループ３のオプション機能である。 

 キャラクタモードは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ａ（誤り訂正方

式）に基づいている。 

 キャラクタ符号化されたドキュメントは高い信頼性を持って伝送されなければならない為、本付属資料

の中ではＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａ及びＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ａを用いることが必

須となっている。 

 

Ｃ．２ 定義 

 特にことわらない限り、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４とＪＴ－Ｔ３０で規定されている定義が適用される。 

 

Ｃ．３ 参照規格 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４及びＪＴ－Ｔ３０に加えて、本付属資料には、他のＩＴＵ－Ｔ勧告及びＩＳＯ規

格への参照が含まれている。 

 

  － ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１ ：テレマティック・サービスの為の文字コード・セット 

  － ＩＳＯ８８５９－１   ：情報処理－８ビット単位シングルバイト符号化グラフィックキャラ

クタセット－パート１： 

ラテンアルファベットＮｏ．１ 

 

Ｃ．４ グラフィックキャラクタ・セット レパートリと符号化 

Ｃ.4.1 グラフィックキャラクタレパートリ 

 キャラクタモードで許されるグラフィックキャラクタを表記する文字レパートリには、ＩＳＯ８８５９

－１の文字レパートリに加えてＩＴＵ－Ｔに登録されたＩＳＯ７２のサブセットである罫線素片文字レ

パートリがある。 

 グループ３端末のキャラクタモードでは以下の文字位置が除外されている。 

  ：4/4---4/11,4/13---4/15,5/11---5/14,6/0---6/13,7/0---7/15 

 キャラクタモードを提供するグループ３端末は、ＩＳＯ８８５９－１に含まれないもの又は罫線素片文

字レパートリに含まれないどんなグラフィックキャラクタも送出すべきでない。 

 他のグラフィックキャラクタ（例えば国内固有のグラフィックキャラクタ）を考慮することは将来検討

課題とする。 
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Ｃ.4.2 グラフィックキャラクタの符号化 

 グラフィックキャラクタの符号化はＩＳＯ８８５９－１で与えられる符号表の符号ではなく、ＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｔ．５１の符号化則に従う。 

 グラフィックキャラクタはバイト（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１の８ビット系）で符号化される。 

 表の左側部分（"0/0" から"7/15"）はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１の基本セット（図１／ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．５

１参照）として定められる。これはデフォルトとして決定されている為、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１で定義

された指示や呼び出し手順はこれらの文字の伝送に先行して用いてはならない。 

 空白文字は、"2/0" に符号化される。 

 表の右側部分（"8/0" から"15/15" ）はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１の補助セット（図２／ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．

５１参照）として定められる。これはデフォルトとして決定されている為、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１で定

義された指示や呼び出し手順はこれらの文字の伝送に先行して用いてはならない。 

 符号化の為、ＩＳＯ８８５９－１で表現されるいくつかのグラフィックキャラクタは上記８ビット符号

表の２バイトを必要とする。例えば、読み分け記号付き文字は読み分け記号に続けて基本文字というよう

に２バイトを必要とする。 

 罫線素片文字を使用する為にはシングル・シフト機能ＳＳ２が文字自体の８ビット符号に先行して必要

となる。そのため、各罫線素片文字を伝送する為にはＳＳ２に続いて文字符号というように２オクテット

必要となる。 

 ＳＳ２とはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１で定義される様にシングル・シフト２機能である。これは"1/9" と符

号化される。そのため、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１の規則に従って、罫線素片文字レパートリはグラフィッ

クキャラクタセット"G2"となる。 

 このレパートリはデフォルトでＧ２として固定される。そのため、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１で定義され

た指示手順は用いられない。 

 

Ｃ.4.3 グラフィックキャラクタのレパートリＩＳＯ８８５９－１がサポートされない場合のフォールバッ

ク 

 ＩＳＯ８８５９－１レパートリからの文字や罫線素片レパートリからの文字をそれをサポートしていな

いグループ３端末が受信した場合、ドキュメントの受信が継続できる様にフォールバック動作が必要とな

る。 

 フォールバック動作は以下の様に行われるかもしれない。 

 － サポートされない読み分け記号付き文字の受信時、本受信機はそれを基本文字として読み分け記号

を破棄する。 

 － サポートされない基本文字の受信時、本受信機はそれを他の基本文字とする。 

 

Ｃ．５ ページ・フォーマット 

 

 文字符号化ページは固定のフォーマットを持つ。 

 縦の基本フォーマットは７７文字の５５行である。 

 

（注１） ページ当たり５５行というのは６ＬＰＩ(Lines per inch)で受信されたテキストをプリントするこ

とを認める。 

（注２） ５５行というのは１ページの最大長である。より行数の少ないページも許される。 

（注３） 他の異なったページ・フォーマットは将来検討課題とする。 
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Ｃ．６ 制御機能 

 制御機能は、ドキュメントのフォーマット処理（改行等）に関して機能し又、文字属性のＯＮ／ＯＦＦ

を可能とする。 

 いくつかの制御機能は単一のバイトによって表現される。他のいくつか（パラメータを持つもの）はＣ

ＳＩ（“９／１１”）で始まるシーケンスによって表現される。 

 もし受信端末が扱えない制御機能を受信した場合、それを単純に無視し通常通りに処理を続行しなけれ

ばならない。 

 もし受信端末が扱える制御機能を受信したが理解できないパラメータである様な場合、その要求を単純

に無視しなければならない。 

 （注） 正しい送信フォーマットを提供する事は、送信機側の責任である。もし送信端末が誤った

フォーマットを提供した場合、受信端末によって拒絶される必要性はないがその結果は予測不可

能なものとなる。 

 

Ｃ.6.1 キャラクタモードに適用可能な単一バイト制御機能 

 キャラクタモードに適用可能な単一バイト制御機能（単一バイトで符号化される）には以下のものがあ

る。 

 

 - ＬＦ  ：  改行                                        ：  ０／１０ 

 - ＦＦ  ：  書式送り                                    ：  ０／１２ 

 - ＣＲ  ：  復帰                                        ：  ０／１３ 

 - ＨＴ  ：  水平タブ                                    ：  ０／９ 

 - ＳＳ２：  シングルシフト２                            ：  １／９ 

 - ＣＳＩ：  制御シーケンス誘導子                        ：  ９／１１ 

 

 エスケープシーケンス（制御文字“ＥＳＣ”によって始まる）はグループ３端末では送出されることは

無い。 

（注１） 他の単一バイトの制御機能は将来検討課題とする。 

（注２） ＬＦ，ＦＦ，ＣＲ，ＳＳ２及びＣＳＩの符号化値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１に整合している。 

 

Ｃ.6.2 キャラクタモードに適用可能なパラメータを持つ制御機能 

 キャラクタモードは本付属資料Ｃで更に記述されるパラメータを持ついくつかの制御機能を実装する。 

 パラメータを持つ制御機能は制御シーケンス誘導子（ＣＳＩ）によって開始される制御シーケンスと、

引き続く１又は数バイトで構成される。 

（注） 本付属資料での制御機能の符号化則はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５１と整合している。 

 

Ｃ.6.3 フォーマットエフェクタに関する制御機能 

 

Ｃ.6.3.1 ページイニシエータ 

 “ページイニシエータ”は各ページの先頭で使用される。 

 符号  ：  ＣＲ，ＦＦ（０／１３ ０／１２） 

 

Ｃ.6.3.2 行末 

 最後の文字符号化ページの最後の行を省いて、“行末”は各行の最後で使用される。 
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 符号  ：  ＣＲ，ＬＦ（０／１３ ０／１０） 

（注） “行末”は７７文字以下の行を送信可能にする。 

 

Ｃ.6.3.3 最後の文字符号化ページの末尾 

 “最後の文字符号化ページの末尾”は、最後の文字符号化ページの末尾で使用される。 

符号  ：  ＣＲ，ＦＦ（０／１３ ０／１２） 

 

Ｃ.6.3.4 水平タブ 

 水平タブは次の水平タブ停止位置まで動作点を移動する。水平タブ停止位置は５文字分の固定のステッ

プとして定義される。最初の水平タブ停止位置は５番目の文字位置にある。 

 

Ｃ.6.4 文字属性に関する制御機能 

 文字属性は文字の表現を修正する。 

 図形表現は制御機能ＳＧＲによって選択される。すなわち、 

 符号  ：  ＣＳＩ ３／Ｘ ６／１３       （９／１１ ３／Ｘ ６／１３） 

 Ｘは属性による。付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ４参照。 

 その効果は直ちに発生し、新しいＳＧＲ制御か“ページイニシエータ”によってキャンセルされる。 

 

付表 Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

     文字属性             符号             必要性 

   デフォルト   ＣＳＩ  ３／０  ６／１３     オプション 

   ボールド   ＣＳＩ  ３／１  ６／１３     オプション 

   イタリック   ＣＳＩ  ３／３  ６／１３     オプション 

   下線文字   ＣＳＩ  ３／４  ６／１３     オプション 

 

 

 文字属性はネゴシエーションされない。もし受信側でそれらがサポートされない場合、フォールバック

動作が要求される（属性の無視）。 

 

Ｃ．７ メッセージ・フォーマット－ブロック構造 

 誤り訂正方式で送信されるデータブロック構造は、最後のブロックを除いてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の

ファクシミリ・データが送信される（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ａ参照）場合と同じである。（後段

参照） 

 オクテットの送出順序は第１オクテットのＬＳＢからとなる。 

 通常、送信機がＤＣＳフレームによってフレームサイズを示す（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０表５－１参

照）。適用可能なフレームサイズの値は、２５６と６４である。 

 ページ伝送の最後では、送信機は２５６フレームより少ないサイズのブロックを送信しても良い。この

ブロックはショートブロックと呼ばれる。 

 このショートブロックは２５６（あるいは６４）オクテット未満の最終フレームを有するかもしれない。

この最終フレームに於いて、パッドバイトがオクテット境界やフレーム境界を調整する為に使用されうる。 

 フォーマットは“０／０”の可変長シーケンスである。 
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 これらのパッドバイトはドキュメントの最後の“行末”とフレームの最後の間に挿入される（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ４のデータにおいてパッドビットをＲＴＣコードの後に挿入してもよいことと同じ原理であ

る）。 

 受信機はパッドバイトを受信しこれを破棄可能でなければならない。 

 付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ４はショートブロックの構造を表現している。 

 

Ｃ．８ プロトコル概要 

 

Ｃ.8.1 略語 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０に含まれかつ本付属資料に使用される略語は以下の通りである。 

 

－ ＤＣＳ ディジタル命令信号 

－ ＤＩＳ ディジタル識別信号 

－ ＤＴＣ ディジタル送信命令 

－ ＥＯＲ 再送終了 

－ ＰＰＳ－ＥＯＭ 部分ページ -メッセージ終了 

－ ＰＰＳ－ＥＯＰ 部分ページ -手順終了 

－ ＰＰＳ－ＭＰＳ 部分ページ -マルチページ信号 

－ ＰＰＳ－ＮＵＬＬ 部分ページ境界信号 

 

Ｃ.8.2 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０のフェーズＢ（プリメッセージ手順） 

 グループ３端末はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０プロトコルのＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳフレームを用いてキャ

ラクタモードのネゴシェーションを行う。 

 ＤＩＳ／ＤＴＳ／ＤＣＳフレームのファクシミリ情報フィールドにはキャラクタモードの為の特別な

ビットが含まれる。ビット配列は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０表５－１を参照。 

（注１） ファクシミリの拡張サービスにアクセスする為のコントロールドキュメントの使用は将来検討

課題とする。 

（注２） 更なるネゴシエーション機能についても将来検討課題とする。 

 

Ｃ.8.3 ドキュメントの最後、ページの先頭、ブロックの最後 

 ポストメッセージコマンドはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａ（誤り訂正方式）で記述される目的を

もって使用される。 

－ ＰＰＳ－ＮＵＬＬコマンドは通常誤り訂正方式のブロックを分離する為に用いられる。 

－ ＰＰＳ－ＭＰＳコマンドは各ページの最後で送られる。 

  加えて、“ページイニシエータ”（Ｃ．６．３．１節参照）が各ページの先頭に置かれる。 

－ ＰＰＳ－ＥＯＰコマンドは更なるドキュメントの伝送がない場合に文字符号化ドキュメントの終わり

で送信される。 

－ ＰＰＳ－ＥＯＭコマンドはいくつかのドキュメントが同一の通信の中で伝送される場合に各文字符号

化ドキュメントの終わりで送信される。 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料ＡのＡ．４．３節で定義される再送終了コマンド（ＥＯＲ）の使用は

キャラクタモードでは認められない。もし障害フレームの３度目の送信後全てのフレームが正しく受信さ

れない場合、送信側はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料ＡのＡ．４．１節で規定される訂正続行コマンド

（ＣＴＣ）を使用する。 
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（注） 但し、ＣＴＣ送出に関して、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料ＡのＡ．１．３節（注）が適用さ

れる。 

 

Ｃ．９ 像形成処理 

 符号化文字の表示は左から右へと想定する。 

 ファクシミリ・ページ上で最初の文字行の位置は、１３１番目の走査線上の１０５番目の画素となる。

（標準の解像度において） 

 文字枠の大きさは幅２０画素高さ１６走査ライン（標準の解像度において）で、各文字枠は連結される。

枠の間にギャップが無いため、実装に際しては文字表示時の文字間の分離領域を確保すべきである。 
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       同期信号              文字符号化データ       可変長の"0/0"のビット列    ＲＣＰ 
 
 
 
 
 
 
     ＦＣＤ        ＦＣＤ                                                                                                  ＦＣＤ       ＲＣＰ      ＲＣＰ      ＲＣＰ 
     フレーム      フレーム          …………………………………………………………………………             フレーム    フレーム    フレーム    フレーム 
        ０            １                                                                                                     ｍ－１ 
 
 
 
 
 
 
 
                                             フレーム 
     Ｆ      Ｆ     Ａ     Ｃ     ＦＣＤ   番号         文字符号化データ     可変長の"0/0" のビット列   ＦＣＳ   Ｆ     Ｆ 
                                              ｍ－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      Ｆ    Ｆ      Ａ     Ｃ    ＲＣＰ  ＦＣＳ    Ｆ     Ｆ     Ａ      Ｃ    ＲＣＰ  ＦＣＳ    Ｆ     Ｆ      Ａ     Ｃ    ＲＣＰ  ＦＣＳ    Ｆ     ……    Ｆ 
 
 
 
 
 
                                                                   フェーズＣの終了 
 
 
 
                                             フレーム 
      Ｆ    Ｆ     Ａ      Ｃ    ＦＣＤ    番号        文字符号化データ   ＦＣＳ    Ｆ    Ｆ 
                                              ０ 
 
 
 
 
      （注）Ａ．３．２節参照 
 
                                付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ４ 最終ブロックのフレーム構成 
                                （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

ｍ番目のＦＣＤフレーム （注）

（注）

ＦＣＦ 

３番目のＲＣＰフレーム

最大 50ms

２番目のＲＣＰフレーム１番目のＲＣＰフレーム 

ＦＩＦ

ＦＣＦＦＣＦ ＦＣＦ

１番目のＦＣＤフレーム

ＦＣＦ 
ＦＩＦ

最終ブロックのブロック構成
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付属資料Ｄ 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 
ミクストモードオプション 

 

Ｄ．１ はじめに 

 本付属資料では、グループ３ファクシミリ端末に適用するオプションのミクストモード（ＭＭ）の技術

的特性を規定する。 

 ミクストモードは、キャラクタ符号化情報とファクシミリ符号化情報の両方を含むページを、互換性の

ある端末間で伝送可能とする。ミクストモードでは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料ＡおよびＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａで規定される誤り訂正方式を使用することが必須である。 

 ミクストモードにおいて、ページはページに対して水平なスライスに分割され、各スライスはファクシ

ミリ符号化情報またはキャラクタ符号化情報のどちらかを含む。 

 情報フィールドの内容は、ファクシミリ制御フィールドにより識別される（Ｄ．３節参照）。最初のス

ライスはファクシミリ符号でもキャラクタ符号でもよい。それに続くスライスは交互にキャラクタ符号か

ファクシミリ符号を選択する。 

 

Ｄ．２ 定義 

 本付属資料で特にことわらない限り、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０で規定されてい

る定義が適用される。 

 

Ｄ．３ ファクシミリ制御フィールド（ＦＣＦ） 

 ファクシミリ符号化データ（ＦＣＤ）フレームと部分ページ制御復帰（ＲＣＰ）フレームおよびキャラ

クタ符号化データ（ＣＣＤ）フレームを区別するために、インメッセージ手順に対してＦＣＦを次のよう

に定義する。 

（１）ＦＣＤフレームのＦＣＦ 

 

 フォーマット  ：  ０１１０００００ 

 

（２）ＲＣＰフレームのＦＣＦ 

 

 フォーマット  ：  ０１１００００１ 

 

（３）ＣＣＤフレームのＦＣＦ 

 

 フォーマット  ：  ０１１０００１０ 

 

（注）ＦＣＦフォーマット：０１１００１００ は将来の利用のために確保。 
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Ｄ．４ フレーム番号 

 各部分ページのフレームは、その部分ページがＦＣＤフレームより構成されるかＣＣＤフレームより構

成されるかを問わず、０から最大２５５までの番号が連続的につけられる。 

 付図Ｄ－１／ＪＴ－Ｔ４は部分ページのＦＣＤフレームとＣＣＤフレームの１例を示す。 

 各スライスの最終において、ファクシミリ符号化データフィールド長またはキャラクタ符号化データ

フィールド長は２５６オクテットあるいは６４オクテットより少なくてもよい。 

 

Ｄ．５ ファクシミリデータフィールド 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料ＡのＡ．３．６．２節の規定が適用される。 

 ファクシミリスライス終了コード（ＦＳＴＣ）は６連続“ＥＯＬ＋１”で定義される。ＦＳＴＣは各

ファクシミリスライスの最後で使用される。 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．６で規定されるコーディングにおいては、ＦＳＴＣではなくファクシミリブロック

終了コード（ＥＯＦＢ）が使用されなければならない。 

ＦＳＴＣの後にパッドビットを挿入してもよい。このビットパターンはＲＴＣのビットパターンと同様で

あるが、ミクストモードにおいてこのビットパターンはＦＳＴＣと認識する。 

 

Ｄ．６ キャラクタ符号化データフィールド 

 キャラクタ符号化データフィールドは２５６オクテットまで許される。 

 制御機能ＣＲ ＦＦ（文字符号化スライスの末尾）が、各キャラクタ符号化スライスの最後で使用され

なければならない。 

 

Ｄ．７ グラフィックキャラクタセット 

 ミクストモードで使用されるグラフィックキャラクタセットはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料ＣのＣ．

４節で規定される。 

 

Ｄ．８ ページフォーマット 

 

Ｄ.8.1 ファクシミリ符号化スライス 

 ファクシミリ符号化スライスは、１６走査ラインの整数倍で伝送されなければならない。 

 

Ｄ.8.2 キャラクタ符号化スライス 

 各キャラクタ符号化ラインは、１６走査ライン（標準の解像度において）に相当する。 

 符号化された各キャラクタの幅は、２０画素（標準の解像度において）に相当する。 

 Ａ４ページに記録することを保証するため、１ラインに対して最大７７キャラクタを伝送する。 

 ページの最初のスライスがキャラクタ符号化であるとき、最初の６キャラクタラインは再生されない。

そのため、送信側は情報の送信開始前にＣＲ ＬＦの６つの組み合わせを送ることが推奨されている。 

 

Ｄ.8.3 ページ長 

 テキストがＡ４ページに再生されることを保証するため、各ページのトータル長は１０２４走査ライン

（標準の解像度において）を超えてはいけない。このことから、キャラクタ符号化スライスの最大長は６

４キャラクタラインとなる。 
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Ｄ．９ 制御機能 

 ミクストモードで使用される制御機能はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料ＣのＣ．６節で規定される。 

 “ページイニシエータ”は、ページの最初のスライスがキャラクタ符号化のときのみ使用される。 

 文字符号化スライスの末尾は、各キャラクタ符号化スライスの最後に使用されなければならない。 

 最後のキャラクタ符号化ページの末尾を示す特定の制御機能は存在しない。 

 最後のキャラクタ符号化スライスの末尾も、それ以前のキャラクタスライスと同様に文字符号化スライ

スの末尾が使用される。 

 

Ｄ．１０ 再送終了コマンド（ＥＯＲ） 

 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料ＡのＡ．４．３節で規定されるＥＯＲコマンドは、ミクストモードで

は認められない。もし障害フレームの３度目の送信後全てのフレームが正しく受信されない場合、送信側

はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料ＡのＡ．４．１節で規定される訂正続行コマンド（ＣＴＣ）を使用す

る。 

（注） ただし、ＣＴＣ送出に関してＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料ＡのＡ．１．３節（注）が適用さ

れる。 
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      同期信号                符号化データ            ＲＣＰ 
 
 
 
 
 
 
                                                                                            
                                                                                                                                                            ＲＣＰ      ＲＣＰ  ＲＣＰ 
    フレーム０    フレーム１     フレーム２   フレーム３                                                                                   フレームｎ  フレーム    フレーム   フレーム 
                                                                                                                                                      
                                                                                            
 
 
 
 
 
 
                                                                                                                                                                 
                                      フレーム  ファクシミリ                                                       フレーム    キャラクタ                                
     Ｆ      Ａ     Ｃ    ＦＣＤ    番号 ０   符号化データ  ＦＣＳ    Ｆ      Ｆ     Ａ      Ｃ    ＣＣＤ    番号 １    符号化データ    ＦＣＳ    Ｆ              
                                                                                                                        
                                                                                                                                                                
 
 
 
 

 

付図Ｄ－１／ＪＴ－Ｔ４ 先頭の部分ページフレーム構成 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

ＦＣＦ ＦＩＦ 

＜
 ＞
 ＜
 ＞
 ＜

ＦＣＦ ＦＩＦ

 ／  ／
 ／  ／
 ／  ／
 ／  ／
 ／  ／
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付属資料Ｅ 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 
連続階調カラーモードオプション 

 

Ｅ．１ はじめに 

 本付属資料では、グループ３ファクシミリのための連続階調カラーモードと単色多値モードの技術的特

徴を記述する。連続階調カラーモードは、単色多値画像またはカラー画像の転送を可能にする、グループ

３ファクシミリのオプション機能である。 

 画像符号化の方法は、連続階調静止画像のディジタル圧縮と符号化を規定するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１

（ＪＰＥＧ）と、色空間の表現について規定したＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２に基づいている。 

グループ３ファクシミリに適用される画像転送の方法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１の一部であり、本勧告

にも合致している。 

 カラーデータの色構成要素と比色については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２に記述されている。 

 本付属資料とＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ｄとで、グループ３ファクシミリのサービスを通し連続

階調カラー画像と単色多値画像を送るための、通信プロトコルと符号化についての仕様を規定する。 

 

Ｅ．２ 定義 

 特にことわらない限り、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４、ＪＴ－Ｔ３０、ＪＴ－Ｔ４２とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８

１で規定されている定義が適用される。 

 

ＣＩＥＬＡＢ ＣＩＥ １９７６（Ｌ
＊
ａ

＊
ｂ

＊
）色空間。ＣＩＥ（Commission Internationale de 

l'Eclairage）が定義した色空間で、空間中の等間隔の点の間では視覚的にほとんど等し

いと認識できる差を持つ空間である。３つの要素はＬ
＊
すなわち明度と、色差ａ

＊
，ｂ

＊

である。 

ＪＰＥＧ Joint Photographic Experts Group このグループにより定義された、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．

８１に記述される符号化方式の略である。 

基本処理ＪＰＥＧ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１にて規定された独自の８ビット順次処理離散コサイン変換

（ＤＣＴ）に基づいた符号化、復号処理。 

量子化表 基本処理ＪＰＥＧにおいて、ＤＣＴ係数を量子化するために用いられる６４個の値か

らなる集合。 

ハフマン表 ハフマン符号化とハフマン復号で必要とされる可変長符号の集合。 

 

Ｅ．３ 参照規格 

－ ＣＩＥ出版物Ｎｏ．１５．２，比色，第２版（１９８６） 

－ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１，ＩＳＯ／ＩＥＣ１０９１８－１，情報技術－連続階調静止画像のディジタ

ル圧縮と符号化，パート１：必要条件と指針（ＪＰＥＧ標準として共通に参照される） 

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２，ファクシミリのための連続階調カラー表現方式 

－ ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０，一般交換電話網における文書ファクシミリ伝送手順 
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Ｅ．４ 異なる多値画像伝送モードの定義 

 以下の異なる多値画像伝送モードが定義される。 

   非可逆単色多値モード（ＬＧＭ） 

   非可逆カラーモード（ＬＣＭ） 

   可逆単色多値モード（ＬＬＧＭ） 

   可逆カラーモード（ＬＬＣＭ） 

 現時点では、ＬＧＭとＬＣＭのみを記述する。ＬＬＧＭとＬＬＣＭはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１で記述さ

れた符号化方式としては有効であるが、今後の検討課題とする。 

 

Ｅ.4.1 非可逆単色多値モード 

 非可逆単色多値モードは、１ビット／画素以上の単色多値画像データを持つ画像の伝送手順を、グルー

プ３端末のユーザに提供する。この方法は情報を保存せず、非可逆さの程度はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に

記述される量子化表により決まる。単色多値画像の階調レベルはＣＩＥＬＡＢ色空間の明度（Ｌ
＊
）要素に

よってきまる。 

 

Ｅ.4.2 非可逆カラーモード 

 非可逆カラーモードは、３つの色構成要素それぞれについて１ビット／画素以上の画像データを持つ画

像の伝送手順を、グループ３端末のユーザに提供する。色構成要素は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２に明確に

定義されており、ＣＩＥＬＡＢの明度と色差の変数により構成される。この方法は情報を保存せず、非可

逆さの程度はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に記述される量子化表により決まる。 

 

Ｅ．５ 画像記述の符号化 

 画像データを復号するために十分な画像記述がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１の付属資料Ｂ，圧縮データ

フォーマットの冒頭の中で規定されている。縦横比，方向，色空間のような他の情報は、アプリケーショ

ンにより独自に定義される。さらに加えてこのサービスを利用するために必要ないくつかの情報は、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｄに規定されるようにして送られる。明確にいえば、ＪＰＥＧ符号化デー

タを伝送するのかどうか、単色多値データを使うのかカラーデータを使うのか，使用されるデータは８

ビット／要素／画素か１２ビット／要素／画素かについて、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｄで記さ

れるＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳのフレームによりネゴシエーションされ特定される。 

 

Ｅ.5.1 非可逆単色多値モード 

 単色多値モードに符号化する画像記述は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ｄで示すように単色多値画

像のＪＰＥＧ符号化を規定するパラメータと、フレームヘッダ内に要素の数Ｎｆとして１を指定すること

で行われる。ＪＰＥＧのシンタックスはＥ．６の中でより完全に記述される。 

 

Ｅ.5.2 非可逆カラーモード 

 カラーモードに符号化する画像記述は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ｄで示すようにカラー画像の

ＪＰＥＧ符号化と空間解像度を規定するパラメータと、フレームヘッダ内に要素の数Ｎｆとして３を指定

することで行われる。カラーデータは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に示すように、ブロックインタリーブさ

れている。それに加えてＪＰＥＧのサブサンプリング要素と、色構成要素へ量子化表を符合させることは、

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に詳述されるようにフレームヘッダ内にて指定される。 
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Ｅ．６ データフォーマット 

 

Ｅ.6.1 概要 

 ＪＰＥＧ符号化データはマーカ，パラメータ，走査データから成り、これらは画像符号化パラメータ，

画像サイズ，ビット解像度，エントロピ符号化されたブロックインタリーブデータを示す。 

データ列は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ａ及びＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａで規定される誤り訂正方式

（ＥＣＭ）を用いてファクシミリ伝送用に符号化される。パッドキャラクタ（Ｘ’００’ヌルキャラク

タ）は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ａに合わせて最終フレームを完全にするためにページの最後のＥ

ＣＭフレーム内のＥＯＩの後に付けられる。 

 

Ｅ.6.2 ＪＰＥＧデータ構造 

 このアプリケーションのためのＪＰＥＧデータ構造はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１の付属資料Ｂにより規定

されるように、以下の要素：パラメータ、マーカ、エントロピ符号化データセグメントをもっている。パ

ラメータとマーカはしばしばマーカセグメントとして使用される。パラメータは１／２か１か２オクテッ

トの長さの整数である。マーカは２オクテットの符号で，Ｘ’ＦＦ’オクテットにＸ’００’とＸ’Ｆ

Ｆ’以外のオクテットが続いたものが割り当てられる。 

 このアプリケーションで用いられるマーカは以下のような特徴をもつ。 

  (1) 符号器はこれらのマーカを挿入しなければならず、復号器はこれらのマーカセグメントに対応する

処理を実施できなければならない。 

 ＳＯＩ，ＡＰＰ１，ＤＱＴ，ＤＨＴ，ＳＯＦ０，ＳＯＳ，ＥＯＩ 

  (2) 符号器は、ネゴシエーションせずに、これらのマーカを挿入してもよく、復号器はこれらのマーカ

セグメントに対応する処理を実施できなければならない。 

 ＤＲＩ，ＲＳＴｎ，ＤＮＬ 

  (3) 符号器は、ネゴシエーションせずに、これらのマーカを挿入してもよく、復号器はこれらのマーカ

セグメントを無視し、復号処理を続けなければならない。 

 ＣＯＭ，ＡＰＰｎ（ｎは１以外） 

  (4) 符号器は、復号器がこのマーカセグメントに対応する処理を実現する能力をもつ時は（ネゴシエー

ションが必要）、このマーカを挿入してもよい。もし使用されればデータストリームの中でＳＯＦ

０に置き換えられる。 

 ＳＯＦ１ 

 マーカの定義は厳密であり、ＡＰＰｎマーカを除いてはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１の付属資料Ｂにて詳し

く述べられる。例えば、ＳＯＩは１６進法で２オクテットのＸ’ＦＦＤ８’である。ＡＰＰｎマーカはア

プリケーションに勧告を適用しやすくするためのマーカであり、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１では使用が定義

されていない。グループ３カラーファクシミリはそのようなアプリケーションの一つである。ＡＰＰｎ

マーカはＥ．６．５－Ｅ．６．８節で定義される。 

 ＤＮＬマーカは画像のプリスキャンを行わない端末において、この符号化方法の機能上重要なＪＰＥＧ

オプションである。フレームヘッダのライン数Ｙが０の値になっている時、そのフレームのライン数は、

走査後のＤＮＬマーカにより定義されるまで未定のままである。走査が速く終われば、ＤＮＬマーカは、

Ｙの値により小さい値をセットしなおすためにも用いることができる。なお、ライン当たりのサンプル数

Ｘは、２章で定義される走査線長当たりの白黒画素数と一致させなければならない。 
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Ｅ.6.2.1 4:1:1 にサブサンプリングされたカラー画像のＪＰＥＧデータ構造例 

 

SOI  （画像の開始マーカ） 

  

 APP1,Lp    （アプリケーションマーカ１，マーカセグメントの長さ） 

    Api   （アプリケーションデータのオクテット： 

    "G3FAX",X'00',X'07CA'(バージョン),X'00C8'(200dpi)） 

 APP1,Lp  （アプリケーションマーカ１，マーカセグメントの長さ） 

    Api   （アプリケーションデータのオクテット： 

    "G3FAX",X'01'(ガミュート範囲オプション),X'0000',X'0064', 

    X'0080',X'00AA',X'0060',X'00C8'(ガミュート範囲の値)） 

  

 (COM,Lc,Cmi) （コメントマーカ，マーカセグメントの長さ，コメントオクテット） 

  

 DHT,Lh （ハフマンテーブル定義のマーカ，ハフマンテーブル長の定義） 

    Tc,Th  （ＤＣを示すテーブルクラス Tc=0，Ｌ
＊
を示すテーブル識別子 Th=0） 

    Li,Vij  （16 個の許されたコード長それぞれに対するコードの数，コードの値） 

    Tc,Th  （ＡＣを示すテーブルクラス Tc=1，Ｌ
＊
を示すテーブル識別子 Th=0） 

    Li,Vij  （16 個の許されたコード長それぞれに対するコードの数，コードの値） 

    Tc,Th  （ＤＣを示すテーブルクラス Tc=0，ａ
＊
，ｂ

＊
を示すテーブル識別子 Th=1） 

    Li,Vij  （16 個の許されたコード長それぞれに対するコードの数，コードの値） 

    Tc,Th  （ＡＣを示すテーブルクラス Tc=1，ａ
＊
，ｂ

＊
を示すテーブル識別子 Th=1） 

    Li,Vij  （16 個の許されたコード長それぞれに対するコードの数，コードの値） 

  

 DQT,Lq （量子化テーブル定義のマーカ，量子化テーブル長の定義） 

    Pq,Tq  （量子化精度 8bit を示す Pq=0，明度を示すテーブル識別子 Tq=0） 

    Qk    （量子化テーブル 0(明度)を示す 64 の量子化要素） 

    Pq,Tq  （量子化精度 8bit を示す Pq=0，色差を示すテーブル識別子 Tq=1） 

    Qk    （量子化テーブル 1(色差)を示す 64 の量子化要素） 

  

 (DRI,Lr,Ri)  （リスタートインターバル定義のマーカ，マーカセグメントの長さ， 

    ＭＣＵでのリスタートインターバル） 

  

 SOF0,Lf    （8bit ハフマン符号化ＤＣＴのフレーム開始マーカ，フレームヘッダの長さ） 

    P,Y,X  （サンプル精度 P=8，ライン数 Y，ラインあたりのサンプル数 X） 

    Nf    （画像要素の数：カラーの時は Nf=3） 

    C1    （要素識別子：Ｌ
＊
要素の時は C1=0） 

    H1,V1  （水平方向と垂直方向のサンプリング係数： 

    4:1:1 のカラーにおけるＬ
＊
要素の時は H1=2,V1=2） 

    Tq1   （量子化テーブル選択子：Tq1=0） 

    C2    （要素識別子：ａ
＊
要素の時は C2=1） 

    H2,V2  （水平方向と垂直方向のサンプリング係数： 

    4:1:1 のカラーにおけるａ
＊
要素の時は H2=1,V2=1） 
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    Tq2   （量子化テーブル選択子：Tq2=1） 

    C3    （要素識別子：ｂ
＊
要素の時は C3=2） 

    H3,V3  （水平方向と垂直方向のサンプリング係数： 

    4:1:1 のカラーにおけるｂ
＊
要素の時は H3=1,V3=1） 

    Tq3   （量子化テーブル選択子：Tq3=1） 

  

 SOS,Ls,Ns   （走査の開始マーカ，スキャンヘッダの長さ， 

    要素の数：カラーの時 Ns=3） 

    Cs1   （走査成分の識別子：Ｌ
＊
要素の時は Cs1=0） 

    Td1,Ta1 （ＤＣエントロピ符号化テーブルの選択子，ＡＣテーブルの選択子: 

    Ｌ
＊
要素の時は Td1=0,Ta1=0） 

    Cs2   （走査成分の識別子：ａ
＊
要素の時は Cs2=1） 

    Td2,Ta2 （ＤＣエントロピ符号化テーブルの選択子，ＡＣテーブルの選択子: 

    ａ
＊
要素の時は Td2=1,Ta2=1） 

    Cs3   （走査成分の識別子：ｂ
＊
要素の時は Cs3=2） 

    Td3,Ta3 （ＤＣエントロピ符号化テーブルの選択子，ＡＣテーブルの選択子: 

    ｂ
＊
要素の時は Td3=1,Ta3=1） 

    Ss,Se  （順次処理ＤＣＴでは Ss=0,Se=63） 

    Ah,Al  （順次処理ＤＣＴでは Ah=0,Al=0） 

  

 走査データ  （圧縮された画像データ） 

 (RSTn 付)    （画像データセグメント間のリスタートマーカ、n は 0-7 で順番に繰り返す） 

  

 (DNL,Ld,Y)  （ライン数定義のマーカ、マーカセグメントの長さ、ライン数） 

  

 EOI  （画像の終了マーカ） 

  

（注） （）に囲まれているマーカは、そのマーカが(2)か(3)か(4)に分類されることを示す。インデントさ

れた行はすべて１つか複数のパラメータである。 

 ハフマン表はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ｄで規定されるネゴシエーションによって、優先

使用ハフマン符号表として認識することができる。優先使用ハフマン符号表はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．

８１の付属資料Ｋの中の表Ｋ．３－Ｋ．６にある。 

 

Ｅ.6.2.2 走査データ構造 

 走査データは、ブロックインタリーブされたＬ
＊
、ａ

＊
およびｂ

＊
データより構成される。ブロックは、ひ

とつの画像構成要素からＤＣＴ変換された８×８配列のエントロピ符号化された画像データである。Ｌ
＊
、

ａ
＊
およびｂ

＊
の要素は、フレームヘッダで、それぞれ、０、１、２のインデックスが割り当てられる。単

色多値画像が伝送される時には、データ構造でＬ
＊
要素のみが表現される。画像構成要素の数は、１（単色

多値画像に対して）、あるいは、３（カラー画像に対して）である。 

 

 カラー画像が伝送される時にデータは、ブロックインタリーブされ、画像データ内には、１つの走査の

みが存在する。ブロックは、全画像構成要素の最小整数よりなる最小符号化単位（ＭＣＵ）で構成される。

インタリーブは、デフォルト（４：１：１）サブサンプリングの場合、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１付属資料
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Ａ．２．３節で定義される形式に従う。この場合は、ＭＣＵは、４ブロックのＬ
＊ 

データ、１ブロックの

ａ
＊
データおよび１ブロックのｂ

＊
データからなる。データは、ＭＣＵ内でＬ

＊ 
、Ｌ

＊ 
、Ｌ

＊ 
、Ｌ

＊ 
、ａ

＊ 
、

ｂ
＊
の順である。４つのＬ

＊ 
ブロックは１ページを左から右、上から下に同じ順で処理される。従って、 

Ｌ
＊ 

ブロックは、最初左上、次に、右上、左下、右下の順で伝送される。 

 

Ｅ.6.3 サブサンプリング方法 

 デフォルトの（４：１：１）サブサンプリングは、係数（１／４、１／４、１／４、１／４）を有した

４タップ対称フィルタとして規定される。この様に、ａ
＊ 

、ｂ
＊
は、明度位置における４色差値を平均した

サブサンプルされないデータより計算される。サブサンプルされた色差画素の位置を付図Ｅ－１／ＪＴ－

Ｔ４に示す。 

 
 
            ｘ      ｘ    ｘ      ｘ 
 
 
                ｏ            ｏ 
 
 
            ｘ      ｘ    ｘ      ｘ 
 
                                        ｘ：明度画素の中心 
            ｘ      ｘ    ｘ      ｘ    ｏ：色差画素の中心 
 
 
                ｏ            ｏ 
 
 
            ｘ      ｘ    ｘ      ｘ 
 

 

付図Ｅ－１／ＪＴ－Ｔ４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

ＭＣＵ内の明度、色差サンプル位置（4:1:1 サブサンプル） 

各小さい四角が１つのＭＣＵを表す。 

 

Ｅ.6.4 デフォルトガミュート範囲を用いた色表現 

 次に示す色表現は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２に従っている。 

 

 カラーデータは、ＣＩＥＬＡＢ色空間を用いて表現される。ＣＩＥＬＡＢカラーデータは、特別な照射光

の元で作成され、特別な基準白色を用いた分光、比色データから計算される。基本照射光は、ＣＩＥ標準

Ｄ５０照射光である。基準白色は、Ｄ５０照射光下の完全拡散反射である。ＣＩＥ ＸＹＺ 色空間にお

いては、基準白色は、Ｘ０＝９６．４２２、Ｙ０＝１００．０００、Ｚ０＝８２．５２１と定められる。オプ

ションの照射光は、今後の課題である。ＣＩＥＬＡＢデータのデフォルト再現範囲は、８ビット／画素／

要素（整数化済み）を用いて、 

 

 Ｌ
＊
＝［０，１００］ 

 ａ
＊
＝［－８５，８５］ 

 ｂ
＊
＝［－７５，１２５］ 

 

となる。 
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 ８ビット整数としての実数ＣＩＥＬＡＢデータの符号化のためのデフォルト表現は 

 

 Ｌ＝（Ｌ
＊
）＊（２５５／１００） 

 ａ＝（ａ
＊
）＊（２５５／１７０）＋１２８ 

 ｂ＝（ｂ
＊
）＊（２５５／２００）＋９６ 

 

となる。 

 

 ここで、Ｌ、ａおよびｂは、８ビットの整数である。Ｌ
＊ 

、ａ
＊ 

およびｂ
＊
は実数で表現され、最も近い

整数値に近似される。もし、Ｌ、ａおよびｂが［０，２５５］の範囲から外れたときは、０叉は２５５に

する。 

 

 １２ビット整数としての実数ＣＩＥＬＡＢデータの符号化のためのデフォルト表現は 

 

 Ｌ＝（Ｌ
＊
）＊（４０９５／１００） 

 ａ＝（ａ
＊
）＊（４０９５／１７０）＋２０４８ 

 ｂ＝（ｂ
＊
）＊（４０９５／２００）＋１５３６ 

 

となる。 

 

 ここで、Ｌ、ａおよびｂは、１２ビットの整数である。Ｌ
＊ 

、ａ
＊
およびｂ

＊
は連続数で表現され、最も

近い整数値に近似される。もし、Ｌ、ａおよびｂが［０，４０９５］の範囲から外れたときは、０叉は、

４０９５にする。 

 

Ｅ.6.5 連続階調Ｇ３ＦＡＸに対するＡＰＰｎマーカの定義 

 アプリケーションマーカＡＰＰ１は、Ｇ３ＦＡＸのアプリケーションとしての画像の識別と、空間解像

度、サブサンプリングを定義する。 

 

 このマーカは、ＳＯＩマーカの直後に続く。データフォーマットを以下に示す。 

 

 Ｘ’ＦＦＥ１’（ＡＰＰ１）、長さ、ＦＡＸ識別子、バージョン、空間解像度 

 

 上記項目は下記に定義される。 

 

  長さ：    （２オクテット）本オクテットを含むＡＰＰ１マーカを除いたＡＰＰ１フィールドの

総オクテット数。 

 

  ＦＡＸ識別子：（６オクテット）Ｘ’４７’、Ｘ’３３’、Ｘ’４６’、Ｘ’４１’、Ｘ’５８’、

Ｘ’００’このＸ’００’で終端される文字列”Ｇ３ＦＡＸ”が、このＡＰＰ１マー

カを識別する。 

 

  バージョン：  （２オクテット）Ｘ’０７ＣＡ’将来の改訂と区別する為に、標準が合意された年

を示す。（例えば１９９４） 
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    空間解像度：   （２オクテット）明度画素密度を画素／２５．４ｍｍで示す。基本値は２００。

表５－１／ＪＴ－Ｔ３０で定義される正方解像度の値（すなわち、縦と横が同じ解像

度）はどれも使って良い。（例えば、１００、２００、３００、４００、．．．な

ど） 

 

（注） インチ系とミリ系の解像度の機能的な等価性は保たれている。例えば、２００×２００画素／２

５．４ｍｍと、８×７．７ ｌ／ｍｍは等価である。 

 

 以下は、２００画素／２５．４ｍｍで１９９４ Ｇ３ＦＡＸ アプリケーションを基本処理ＪＰＥＧ符

号化した時のＳＯＩとＡＰＰ１コードの例である。 

 

Ｘ’ＦＦＤ８’，Ｘ’ＦＦＥ１’，Ｘ’０００Ｃ’，Ｘ’４７’，Ｘ’３３’，Ｘ’４６’，Ｘ’４１’，

Ｘ’５８’，Ｘ’００’，Ｘ’０７ＣＡ’，Ｘ’００Ｃ８’ 

 

Ｅ.6.6 ＦＡＸオプション識別子：ガミュート範囲のためのＧ３ＦＡＸ１ 

 Ｘ’ＦＦＥ１’（ＡＰＰ１）、長さ、Ｇ３ＦＡＸオプション識別子、ガミュート範囲データ 

 

 上記項目は下記に定義される。 

 

長さ： （２オクテット）本オクテットを含むＡＰＰ１マーカを除いたＡＰＰ１フィールドの

総オクテット数。 

 

ＦＡＸ識別子： （６オクテット）Ｘ’４７’，Ｘ’３３’，Ｘ’４６’、Ｘ’４１’，Ｘ’５８’，

Ｘ’０１’このＸ’０１’で終端される文字列”Ｇ３ＦＡＸ”が、オプションのガ

ミュート範囲についてのＦＡＸ情報を含んだこのＡＰＰ１マーカを識別する。 

（ＦＡＸオプション識別子は、Ｇ３ＦＡＸ１－Ｇ３ＦＡＸ２５５と示されるが、これ

は”Ｇ３ＦＡＸ”，Ｘ’ｎｎ’の様にオクテットで終端する事を意味する） 

 

ガミュート範囲：（１２オクテット）データフィールドは、６つの符号付き２オクテット整数からなる。

例えば、Ｘ’００６４’は１００を示す。実数値Ｌ
＊
から８ビット値Ｌへの計算は以下

の通りである。 

 

Ｌ＝（２５５／Ｑ）＊Ｌ
＊
＋Ｐ 

 

 ここで、最初のペアの第１の整数Ｐは、Ｌ
＊
のゼロ点のオフセットを上位８ビットで示す。最初のペアの

第２の整数ＱはＬ
＊
のガミュート範囲を示し、最も近い値に近似される。２番目のペアはａ

＊
のオフセット

と範囲を示す。３番目のペアはｂ
＊
のオフセットと範囲を示す。もし、画像が単色多値画像（Ｌ

＊
のみ）な

ら、６つの整数のうち残り４つは無視される。 

 

（注） この表現は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２に従っている。オプションの１２ビット／画素／要素を使

用する時は、前述のように８ビットで範囲とオフセットを示す。オフセットは、ゼロを挿入された

１２ビットの上位の８ビットで表し、範囲は８ビット整数で表す。より精度の高い計算式を使用す
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べきである。 

 

 例えば、ガミュート範囲  Ｌ
＊
＝［０，１００］、ａ

＊
＝［－８５，８５］ 

 ｂ
＊
＝［－７５，１２５］は、以下のようになる。 

 

Ｘ’ＦＦＥ１’，Ｘ’００１４’，Ｘ’４７’，Ｘ’３３’，Ｘ’４６’， 

Ｘ’４１’， Ｘ’５８’，Ｘ’０１’，Ｘ’００００’，Ｘ’００６４’， 

Ｘ’００８０’，Ｘ’００ＡＡ’，Ｘ’００６０’，Ｘ’００Ｃ８’ 

 

Ｅ.6.7 ＦＡＸオプション識別子：照射光データのためのＧ３ＦＡＸ２ 

 Ｘ’ＦＦＥ１’（ＡＰＰ１）、長さ、ＦＡＸオプション識別子、照射光データ。 

 このオプションは、デフォルトのＤ５０を除き、将来の課題である。 

 デフォルト照射光のＣＩＥ照射光Ｄ５０が情報として付け加えられる。 

 

長さ： （２オクテット）本オクテットを含むＡＰＰ１マーカを除いた 

ＡＰＰ１フィールドの総オクテット数。 

 

ＦＡＸ識別子： （６オクテット）Ｘ’４７’、Ｘ’３３’、Ｘ’４６’、Ｘ’４１’、Ｘ’５８’、 

Ｘ’０２’このＸ’０２’で終端される文字列”Ｇ３ＦＡＸ”がオプションの照射光

データを含んだこのＡＰＰ１マーカを示す。 

 

照射光データ： （４オクテット）４オクテットからなるデータコードで照射光を識別する。標準照射

光の場合は、４オクテットは、下記に示す中の１つである。 

 

 ＣＩＥ照射光Ｄ５０： X'00',  X'44',  X'35',  X'30’ 

 ＣＩＥ照射光Ｄ６５： X'00',  X'44',  X'36',  X'35’ 

 ＣＩＥ照射光Ｄ７５： X'00',  X'44',  X'37',  X'35’ 

 ＣＩＥ照射光ＳＡ： X'00',  X'00',  X'53',  X'41’ 

 ＣＩＥ照射光ＳＣ： X'00',  X'00',  X'53',  X'43’ 

 ＣＩＥ照射光Ｆ２： X'00',  X'00',  X'46',  X'32’ 

 ＣＩＥ照射光Ｆ７： X'00',  X'00',  X'46',  X'37’ 

 ＣＩＥ照射光Ｆ１１： X'00',  X'46',  X'31',  X'31’ 

 

 色温度だけの場合は、この４オクテットコードは文字列”ＣＴ”とそれに続く照射光の単位Ｋを示す２

オクテットの符号なし整数で構成される。例えば、７５００Ｋ照射光は、以下のコードで示される。 

 

 

Ｘ’ＦＦＥ１’，Ｘ’０００Ｃ’，Ｘ’４７’、Ｘ’３３’、Ｘ’４６’、 

Ｘ’４１’， Ｘ’５８’、Ｘ’０２’，Ｘ’４３’，Ｘ’５４’，Ｘ’１Ｄ４Ｃ’ 

 

Ｅ.6.8 将来のオプション識別子： Ｇ３ＦＡＸ３ から Ｇ３ＦＡＸ２５５ 

特定のオプションパラメータとして使用されるＧ３ＦＡＸ１およびＧ３ＦＡＸ２識別子に加えて、Ｇ３

ＦＡＸ３からＧ３ＦＡＸ２５５までの識別子が将来の利用の為に確保されている。 
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Ｅ.6.9 通信回線における符号化データ転送のビット順 

オクテットシーケンスへのビット列の配置はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１付属資料ＣのＣ．３節で定義され

ている。 

オクテットシーケンスの配置はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１付属資料ＢのＢ．１．１．１節で定義されてい

る。 

通信回線におけるＪＰＥＧ符号化データのビット順は、各々のオクテットの最下位ビット（ＬＳＢ）が最

初である。 

例えば、Ｅ．６．５節に例として示されたＡＰＰ１マーカのための符号化データ列は、以下に示すビッ

ト列で伝送される。 

 

符号化データ列： 

SOI    APP1    length   G      3      F      A      X        version 200ppi 

FF D8  FF E1    00 0C  47      33     46     41      58 00     07 CA 00 C8 

 

               MSB LSB   MSB LSB 

(ビット表現)  11111111   11011000   11111111   11100001   00000000   00001100   01000111 … 

                 FF        D8         FF         E1        00         0C        47 …….. 

 

 

         通信回線におけるビット順： 

     最初                                                                        最後 

         11111111    00011011    11111111    10000111    00000000    00110000    11100010 
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付属資料Ｇ 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 

可逆符号化方式を用いたカラー画像と単色多値画像の伝送方法 
 

Ｇ．１ はじめに 

本付属資料では、グループ３ファクシミリのための可逆符号化方式を用いたカラー画像と単色多値画像

の伝送についての技術的特徴を規定する。本モードの動作は、１ビット／カラー画像、パレットカラー画

像、連続階調カラー画像、単色多値画像の可逆な転送をサポートする。本付属資料はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ

４の付属資料Ｅで定義された基本のカラーと単色多値モードが搭載されている時のみに搭載されるべきオ

プションのカラーと単色多値モードを規定する。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３で規定された単色多値モードの

搭載は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅの単色多値モードに関連した部分の搭載を必要とする。同様

に、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３で規定されたカラーモードの搭載は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ｅの

カラーモードに関連した部分の搭載を要求する。 

 画像符号化方式はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２、ＪＴ－Ｔ４３に規定された色空間の表現と、ＴＴＣ標準Ｊ

Ｔ－Ｔ４３に規定されたビットプレーン分解と符号化を基本としている。同時に、ＴＴＣ標準ＪＴ－ 

Ｔ３０の付属資料Ｇでは、グループ３ファクシミリサービスにおける通信手順と、カラー、連続階調カ

ラー画像及び単色多値画像の可逆伝送のための符号化方式について規定されている。 

  

Ｇ．２ 画像タイプと動作モードの定義 

Ｇ.2.1 伝送される画像タイプ 

 本付属資料において、３つの画像タイプが記述される。すなわち、１ビット／カラーのＣＭＹ（Ｋ）ま

たはＲＧＢ画像、パレットカラー画像と連続階調カラー及び単色多値画像である。これらの画像はＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．８２（ＪＢＩＧ）で定義された可逆符号化方式により符号化される。色再現ビットプレーン

分解とこれらの画像符号化方式はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２、ＪＴ－Ｔ４３で定義される。 

 

Ｇ.2.1.1 １ビット／カラーのＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ画像 

 本画像タイプはＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢの原色を用いて、１ビット／カラーにより表現される。本画

像タイプでは、ＣＩＥＬＡＢ空間における座標を送ることにより元の色を再現するよりも、受信側の原色

の１つに各色を対応させる方が望ましいと考えられる。カラー伝送順のような本モードの詳細内容は、Ｔ

ＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に定義されている。 

 ３または４原色（ＣＭＹ（Ｋ）またはＲＧＢ）を用いた１ビット／カラー画像では、８または１６種類

の色を表現できる。この色表現は表１～３／ＪＴ－Ｔ４３で定義されている。符号時は３または４ビット

プレーンの符号化方法を使用することができ、復号時は３と４ビットプレーンの両方をサポートすべきで

ある。 

 

Ｇ.2.1.2 パレットカラー画像 

本画像タイプでは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２で定義されるＣＩＥＬＡＢ色構成要素の３値の組み合わせ

によって表現されるパレットテーブルのカラーインデックスによりカラー画像が表現される。パレットカ

ラーのインデックス数は、１２ビットまたはそれ以下のインデックスと、最大１６ビットまでのインデッ

クスの２つのクラスに分類される。各々のカラー要素値の精度もまた、８ビット／構成要素と、１２ビッ

ト／構成要素の２つのクラスに分類される。 

パレットカラー画像のサブモードの符号化結果は、２つのパラメータの組み合わせにより２つのクラス

に分類される。一方は基本のパレットカラー画像サブモードであり、パレットカラーのインデックス数が
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１２ビットまたはそれ以下で、カラーの配合精度は８ビット／色構成要素である。他方は拡張されたパ

レットサブモードであり、パレットカラーのインデックス数が１３～１６ビットで８ビット／色構成要素、

あるいはパレットカラーのインデックス数が１６ビット以下で１２ビット／色構成要素のどちらかである。

パレットカラー画像の詳細内容は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に定義されている。 

 

Ｇ.2.1.3 連続階調カラー画像と単色多値画像 

本画像タイプにおいて、カラー画像はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２で規定されるＣＩＥＬＡＢ色空間により

表現され、単色多値画像はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４２で規定されるＣＩＥＬＡＢ色空間のＬ要素のみで表現

される。２つのクラスがデータ精度として規定されており、要素当たり８ビット以下か、要素当たり９～

１２ビットである。高能率符号化のために、グレイコード変換はビットプレーン符号化による本画像タイ

プに適用されている。本画像タイプの詳細な符号化方式についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に定義されて

いる。 

 

Ｇ.2.2 画像モードの分類 

前記のとおり、３つの画像タイプは付表Ｇ－１／ＪＴ－Ｔ４に示す７つの符号化のサブモードに分割さ

れる。 

付表Ｇ－１／ＪＴ－Ｔ４ 画像モードの分類 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

画像タイプ 符号化サブモードクラス 画像の仕様 符号化のための 

   ビットプレーン数

１ビット／カラー 

画像 

１ビット／カラー画像 Ｒ Ｇ Ｂ ま た は Ｃ Ｍ Ｙ

（Ｋ）の原色を用いた 

1 ﾋﾞｯﾄ/ｶﾗｰ画像 

CMYK 画像:4 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ

CMY 画像 :3 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

RGB 画像 :3 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

パレットカラー 

画像 

基本パレットカラー 

 

 

 

拡張パレットカラー 

12 ﾋﾞｯﾄ以下のｴﾝﾄﾘで 

8 ﾋﾞｯﾄ/構成要素の表を用

いたﾊﾟﾚｯﾄ画像 

 

13～16 ﾋﾞｯﾄのｴﾝﾄﾘで 

8 ﾋﾞｯﾄ/構成要素の表を用

いたﾊﾟﾚｯﾄ画像、 

または 

16 ﾋﾞｯﾄ以下のｴﾝﾄﾘで 

12 ﾋﾞｯﾄ/構成要素の表を

用いたﾊﾟﾚｯﾄ画像 

1～12 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

（ﾊﾟﾚｯﾄ表:4096 ｴﾝﾄﾘまで

3 ｵｸﾃｯﾄ/ｴﾝﾄﾘ） 

 

13～16 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

（ﾊﾟﾚｯﾄ表:4097～65536 

ｴﾝﾄﾘ  3 ｵｸﾃｯﾄ/ｴﾝﾄﾘ) 

または 

1～16 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

（ﾊﾟﾚｯﾄ表:65536 ｴﾝﾄﾘま

で 6 ｵｸﾃｯﾄ/ｴﾝﾄﾘ） 

連続階調画像 カラー 

8 ﾋﾞｯﾄ／構成要素ｶﾗｰ 

12 ﾋﾞｯﾄ／構成要素ｶﾗｰ 

 

 

単色多値 

8 ﾋﾞｯﾄ単色多値 

12 ﾋﾞｯﾄ単色多値 

 

2～8 ﾋﾞｯﾄ/構成要素 

9～12 ﾋﾞｯﾄ/構成要素 

カラー画像 

 

 

2～8 ﾋﾞｯﾄ 

9～12 ﾋﾞｯﾄ 

単色多値画像 

 

2*3～8*3 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

9*3～12*3 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

 

 

 

2～8 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 

9～12 ﾋﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾝ 
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Ｇ.2.3 符号化モードの分類 

本動作モードの能力を確立するために要求される情報は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｇに規定

されたＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームによって伝送される。とりわけ、データ精度の選択はネゴシエー

ションが必要とされる。 

本付属資料に記述されたアプリケーションをサポートする単色多値ファクシミリ端末は、２つのクラス

に分類される。低クラスは８ビット精度をサポートし、高クラスは１２ビット精度をサポートする。低ク

ラスは本標準の基本モードである。付表Ｇ－２参照。 

 

付表Ｇ－２／ＪＴ－Ｔ４ カラーと単色多値の符号化モード分類 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

符号化モード モードクラス サポートしている符号化サブモードクラス

8 ビット 基本とデフォルト ８ビット単色多値画像  

単色多値 12 ビット オプション ８ビット単色多値画像 

12 ビット単色多値画像 

8 ビット オプション １ビット／カラー画像 

基本パレットカラー画像 

８ビット単色多値画像 

８ビット／構成要素カラー画像 

 

 

 

 

カラー 12 ビット オプション １ビット／カラー画像 

基本パレットカラー画像 

８ビット単色多値画像 

８ビット／構成要素カラー画像 

拡張パレットカラー画像 

12 ビット単色多値画像 

12 ビット／構成要素カラー画像 

 

本付属資料に記述されたアプリケーションをサポートしているカラーファクシミリ端末は、２つのクラ

スに分類される。低クラスは１ビット／カラー画像（４または３プレーンマルチカラー画像）、Ｌａｂ内

の８ビット／色構成要素画像と基本パレットカラー画像もサポートする。高クラスは、低クラスと、１２

ビット／色構成要素画像とまた、拡張パレットカラー画像をサポートしなければならない。 

８ビット単色多値画像は、８ビット／色構成要素の特殊なケースとして考えられ、また、１２ビット単

色多値画像は１２ビット／色構成要素の特殊なケースとして考えられる。 

それゆえ、８ビット単色多値の伝送は、低クラスのカラー端末と高クラスのカラー端末によりサポートさ

れる。同様に、１２ビット単色多値の伝送は、高クラスのカラー端末によりサポートされる。 
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Ｇ.2.4 画像記述の符号化 

画像データを復号するための必要な画像記述は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３の７章に規定されているよう

にヘッダで規定される。グレイコード変換、色構成要素のような他の情報はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に定

義されている。加えて、本サービスの有用性を確立するために必要ないくらかの情報は、ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｔ３０の付属資料Ｇに規定されているように伝送される。特に、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３で符号化され

たデータの送信、単色多値またはカラーの使用と８または１２ビット／要素／画素精度の使用がネゴシ

エーションされ、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｇに記述されたＤＩＳ／ＤＴＣとＤＣＳフレームで

規定される。 

 

Ｇ．３ データフォーマット 

本アプリケーションのためのデータフォーマットはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３に規定されている。 

この拡張データ列はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ａ及びＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ａで規定される誤

り訂正方式（ＥＣＭ）を使用しなければならない。パッドキャラクター（Ｘ‘００’、ヌルキャラクタ）

は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４の付属資料Ａに合わせて最終フレームを完全にするためにページの最後のＥＣ

Ｍフレームに含まれるエンディングマーカの後に付けられる。 
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付属資料 I 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 

連続階調カラーと単色多値モード（ｓＹＣＣ）オプション 
 

Ｉ．１ はじめに 

 本付属資料では、グループ３ファクシミリにおける連続階調カラーモードの技術的特徴について規定す

る。 

連続階調カラーと単色多値モード（ｓＹＣＣ）は、カラー画像または、単色多値画像を伝送することので

きるグループ３ファクシミリのオプション機能である。 

 画像符号化方式は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１デジタル圧縮と連続階調静止画の符号化と色空間表現を規

定するＩＥＣ６１９６６－２－１ Ａｎｎｅｘ Ｆ（８ビットｓＹＣＣ値）を基本とする。 

 グループ３ファクシミリに適合される画像伝送方式は、本標準と一致するＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１のサ

ブセットである。 

 色要素と比色についての記述は、ＩＥＣ６１９６６－２－１ Ａｎｎｅｘ Ｆ（８ビットｓＹＣＣ値）

に含められている。 

 本付属資料は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０の付属資料Ｈとともにグループ３ファクシミリサービスによる

連続階調カラー画像の伝送のための符号化方式と通信プロトコルの仕様を規定する。 

 

  

Ｉ．２ 定義 

 本付属資料で特にことわらない限り、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４、Ｔ３０、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１とＩＥ

Ｃ６１９６６－２－１ Ａｎｎｅｘ Ｆ（８ビットｓＹＣＣ値）で規定されている定義が適用される。 

Ｉ．２．１ ｓＹＣＣ 

ＩＥＣ６１９６６－２－１ Ａｎｎｅｘ Ｆで定義された色空間 

 

Ｉ．２．２ ＪＰＥＧ 

Joint Photographic Experts Group このグループにより定義されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に記述された符

号化方式の略。 

 

Ｉ．２．３ 基本処理ＪＰＥＧ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１にて記述された独自の８ビット順次処理離散コサイン変換（ＤＣＴ）に基づい

た符号化と復号処理 

 

Ｉ．２．４ 量子化表 

基本処理ＪＰＥＧにおいてＤＣＴ係数を量子化するために用いられる６４個の値からなる集合 

 

Ｉ．２．５ ハフマン表 

ハフマン符号化とハフマン復号で必要とされる可変長符号の集合 

 

 

 

Ｉ．３ 参照規格等 

 IEC 61966-2-1 Amd.1 Ed. 1.0, Multimedia systems  and equipment  - Colour measurement and management – 
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Part2-1:Colour management – Default RGB colour space – sRGB（マルチメディアシステムと機器－測色とカ

ラーマネジメント－Part2-1:カラーマネジメント－デフォルトＲＧＢ色空間-ｓＲＧＢ） 

 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０ 一般交換電話網におけるファクシミリ文書伝送手順 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１０９１８－１ １９９４：技術情報－連続階調静止画像の符

号化とデジタル圧縮－ＪＰＥＧ標準として共通に参照される要件と指針 

 

Ｉ．４ 連続階調カラー画像伝送モード 

非可逆カラーモードでは、３つの色構成要素それぞれについて１ビット／画素以上の画像データを持つ

画像の伝送手順を、グループ３ファクシミリ端末のユーザに提供する。色構成要素は、ＩＥＣ６１９６６

－２－１ Ａｎｎｅｘ Ｆ（８ビットｓＹＣＣデータ）に明確に定義され、ｓＹＣＣの明度と色差の変数

からなる。本方式では情報は完全には保存されず、非可逆さの程度はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に記述され

る量子化表により決まる。 

非可逆単色多値モードは、１ビット／画素以上の単色多値画像データを持つ画像の伝送手順を、グルー

プ３ファクシミリ端末のユーザに提供する。本方式では情報は完全には保存されず、非可逆さの程度はＩ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に記述される量子化表により決まる。単色多値画像の階調レベルはｓＹＣＣ色空間

の明度（Ｙ）要素によって決まる。 

 

Ｉ．５ 画像記述の符号化 

画像データを復号するために十分な画像記述がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１の付属資料Ｂ，圧縮データ

フォーマットのヘッダ中で規定されている。カラーモードに符号化する画像記述は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ

３０付属資料Ｋで示すようにカラー画像のＪＰＥＧ符号化を規定するパラメータと、フレームヘッダ内で

要素数Ｎｆに３を指定することで行われる。カラーデータは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に示すように、ブ

ロックインタリーブされている。それに加えてＪＰＥＧサブサンプリング要素と、色構成要素に対する量

子化表の対応は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１に詳述されるようにフレームヘッダ内で指定される。 

単色多値モードに符号化する画像記述は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ３０付属資料Ｋで示すように単色多値画

像のＪＰＥＧ符号化を規定するパラメータと、フレームヘッダ内で要素数Ｎｆに１を指定することで行わ

れる。 

 

Ｉ．６ データフォーマット 

 

Ｉ．６．１ 概要 

ＪＰＥＧ符号化データはマーカ，パラメータ，走査データから成り、これらは画像符号化パラメータ，

画像サイズ，ビット解像度，エントロピ符号化されたブロックインタリーブデータを示す。 

データ列は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ａ及びＪＴ－Ｔ３０付属資料Ａで規定される誤り訂正方式

（ＥＣＭ）を用いてファクシミリ伝送用に符号化される。パッドキャラクタ（Ｘ’００’ヌルキャラク

タ）は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４付属資料Ａに合わせて最終フレームを完全にするためにページ最後のＥＣ

Ｍフレーム内のＥＯＩの後に付加してもよい。 

 

Ｉ．６．２ ＪＰＥＧデータ構造 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１の付属資料Ｂにより規定されるように、このアプリケーションのためのＪＰＥ

Ｇデータ構造は以下の要素を備えている。 
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Ｉ．６．３ 通信回線における符号化データ転送のビット順 

オクテットシーケンスへのビット列の配置はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１付属資料ＣのＣ．３節で定義され

ている。 

オクテットシーケンスの配置はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．８１付属資料ＢのＢ．１．１．１節で定義されてい

る。 

通信回線におけるＪＰＥＧ符号化データのビット送出順序は、各々のオクテットの最下位ビット（ＬＳ

Ｂ）が最初である。 

例えば、ＳＯＩマーカの符号化データ列は、通信回線上では以下に示すビット送出順序で伝送される。 

 

符号化データ列： 

SOI         

FF D8         

 

ビット表現：   

FF D8      

11111111 11011000      

MSB  LSB MSB  LSB      

 

通信回線上のビット送出順序： 

最初 最後      

11111111 00011011      
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付録１ 
（ＪＴ－Ｔ４に対する） 

ＪＴ－Ｔ４に準拠したグループ３端末の保証された再生可能領域 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１） 紙の特性（すなわち、重さ）は重要なパラメータである。軽量な紙は紙操作誤りを起こし保証

された再生可能領域を縮小させる結果となる。 

（注２） 給紙機構は保証された再生可能領域を縮小させるかもしれない。 

（注３） 計算には全て最悪値を用いる。公称値を用いると再生可能領域を広げることになる。 

 

付図１－１／ＪＴ－Ｔ４ ファクシミリサービスに使用されるグループ３機の 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） ＪＩＳ Ａ４紙に関する再生可能領域 
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       ｄ    ｃ    ｂ  ａ                                             ａ  ｂ    ｃ    ｄ 

 

 

 

 

   ａ： プリンタ／スキャナの許容値 

   ｂ： ＴＬＬ許容値に基づく拡大効果による損失 

   ｃ： 傾きによる損失 

   ｄ： 記録媒体による位置誤差 

 

 

付図１－２／ＪＴ－Ｔ４ 水平損失 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

 

付表１－１／ＪＴ－Ｔ４ 水平損失 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

   プリンタ／スキャナ ａ ±0.5ｍｍ 

   拡  大 ｂ ±2.1ｍｍ 

 

 

  傾  き ｃ ±2.6ｍｍ 

   位置誤差 ｄ ±1.5ｍｍ 

 

210mm
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 ｇ 

 ｈ 

 ｉ 

 

                 ｆ： 紙挿入損失 

                 ｇ： 傾きによる損失 

                 ｈ： 走査線密度の許容値 

                 ｉ： つかみ損失 

 

付図１－３／ＪＴ－Ｔ４ 垂直損失 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 
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付表１－２／ＪＴ－Ｔ４ 垂直損失 

               （ＩＴＵ－Ｔ Ｔ．４） 

 

 

 

 

 

紙挿入 

 

 

ｆ 

 

 

4.0ｍｍ 

 

 

 

 

 

傾き 

 

 

ｇ 

 

 

±1.8ｍｍ 

 

 

 

 

 

走査線の許容値 

 

 

ｈ 

 

 

±2.9７ｍｍ 

 

 

 

 

 

つかみ損失 

 

 

ｉ 

 

 

2.0ｍｍ 

 

（注） 走査線密度の許容値はロールフィード機の場合、0mm まで減少するであろう。 

 




